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ヌ
ガ
ン
チ
昌
の
現
費
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

第
λ
十
占
〈
巻

一
八
四

第
四
焼

O 

ス

ガ

ン
テ
-
一
の
現
貫
論
的
簿
記
理
論
に
就
い

τ

岡

本

愛

ヨた

勘
定
理
論
の
基
本
問
題

勘
定
期
諭
は
勘
定
に
閲
す
る
理
論
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
簿
記
の
基
木
理
論
で
あ
る
。

従
来
、
勘
定
現
論
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
て
来
た
皐
設
は
貨
に
多
種
多
一
様
で
あ
り
、
諸
問
学
者
に
伏
目

J

て
積
々
分
類
さ
れ
て
島
る
が
、

モ
白
代
表
的
分
類
と
じ
て
、
人
的
。
皐
設
、
物
的
些
訟
に
分
け
、
一
見
に
後
者
は
一
一
勘
定
系
統
説
、
二
勘
定
系
統
設
、
三
勘
定
系
統
説
、

並
に
成
果
皐
設
に
細
分
せ
ら
れ
得
る
。

と
れ
ら
の
主
要
勘
定
理
論
在
、
そ
の
理
論
展
開
白
方
法
に
着
目
し
つ

L
眺
め
る
に
、
勘
定
を
人
の
勘
定
と
見
、
結
局
、
勘
定
記
入

白
一
技
術
的
説
明
以
外
、
何
等
の
科
周
宇
性
を
も
主
張
し
待
な
い
人
的
串
設
を
別
と
す
る
も
、
そ
の
理
論
的
根
擦
が
甚
だ
薄
弱
で
あ
る
。

一
の
代
表
的
理
論
展
開
の
方
法
を
一
一
向
ノ
ク
り
ツ
シ
ユ
忙
見
る
。

ニ
ツ
ク
リ
ツ
シ
ユ
は
衆
知
の
如
く
、

k
p
H
F
+司
(
貸
借
封
照
表
方
程
式
)
を
基
本
的
勘
定
理
論
と
一
一
止
す
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば

d

そ
れ
は
如
何
に
し
て
導
出
せ
ら
れ
た
も
白
で
あ
ろ
う
か
。
彼
に
依
れ
ば
、
簿
記
は
民
義
に
解
せ
ら
れ
、
彼
む
所
調
「
閥
系
的
簿
記
」

(
回
同

m古
田
監

E
r
出

ELm-z品
)
は
「
定
期
的
簿
記
L

(
司
2
t
E
Z
F。rrzum)
と
「
檎
続
的
簿
記
」
(
ピ
ロ
「

g
t
p
o
r
E
z
c
m
)
と
よ



り
成
る
。

「
貸
借
封
照
表
は
開
系
的
簿
記
に
於
て
は
定
期
間
簿
記
の
一
構
成
部
介
で
あ
り
」
「
定
期
的
簿
記
位
継
続
的
簿
記
に
土
つ

て
補
充
さ
れ
る
」
白
で
あ
る
か
ら
、
継
続
的
簿
記
、
即
ち
普
通
白
意
味
に
於
け
る
簿
記
は
、
定
期
的
簿
記
に
劃
し
て
、
補
充
附
、
従

属
的
、
第
二
次
的
立
場
に
立
ち
、
従
っ
て
、
機
績
的
簿
記
白
理
論
た
る
勘
定
理
論
は
定
期
的
簿
記
の
基
本
た
る
貸
借
釣
開
表
か
ら
波

生
す
る
と
と

L
な
る
と
な
す
。

か
く
の
如
く
、
簿
記
を
以
て
、
貸
借
鈎
照
表
白
継
続
と
な
し
、
勘
定
理
論
を
貸
借
劉
照
表
に
於
け
る
基
本
開
係

(
P
H岡、

4
H
同
)

忙
来
い
て
展
開
せ
ん
と
す
る
所
に
彼
D
皐
請
の
根
本
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

成
程
、
簿
記
L
」
貸
借
封
照
表
と
は
特
援
な
閥
係
に
あ
り
、
従
っ

τ貸
借
削
制
服
表
に
於
け
る
基
本
閥
係
陀
某
い
て
勘
定
理
論
を
展
開

T
る
白
も
一
理
あ
る
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
た
め
に
は
貸
借
劉
照
表
に
於
け
る
基
木
関
係
が
般
密
に
某
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
a

所
が
彼
D
貸
借
割
問
…
表
に
於
け
る
基
本
踊
係
(
〉
H
同
)
忙
つ
い
て
彼
心
述
べ
る
所
を
見
る
に
、
結
局
〉
H
同
の
解
爆
に
の
み
主

ま
っ
て
、
何
故
に

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
か
、
そ
の
必
然
性
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
快
陥
は
記
松
方
法
主
論
十
る

に
記
誠
針
象
払
ら
出
没
し
な
い
騎
に
求
め
ら
れ
る
。

と
れ
と
同
様
白
理
論
的
構
成
を
一
部
し
、
従
っ
て
同
様
の
快
陥
を
暴
露
す
る
も
白
に
コ
一
勘
定
系
統
設
(
ラ
イ
ト
ナ
l
、
ォ
ア
ス
ト
、
ル
グ

k
F
H
同

ー
ト
ル
)
、

一
勘
定
系
統
誼
(
ベ
ル
9
ナ
1
)

が
あ
る
。

他
白
勘
定
理
論
展
開
の
方
法
主
見
る
と
き
、
そ
と
に
は
簿
記
白
目
的

(
職
輯
〕

が
重
要
な
る
理
論
的
支
柱
を
な
し
て
沿
る
白
を
見

同
ず
。シ

エ
ヤ
ト
は
ニ
ヴ
ク
リ
ツ
シ
ユ
の
貸
借
割
照
表
方
程
式
(
K
H

月
間
同
+
]
司
)
に
針
し
て
、
資
本
方
程
式

i
(
k
r
I
P
W
同
戸
)
争
展
開
じ
て

著
名
で
あ
る
。
問
題
は
F
(負
債
)
ば
あ
る
が
、
彼
は
と
D
負
債
を
負
の
財
産
と
し
て
、

A

(
費
産
)
ム
」
同
一
性
質
の
も
の
と
な
し
、

ス
ガ
ン
ナ
=
の
現
賞
摘
的
締
罰
理
論
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

川、

五

第
四
観



• 
ス

ガ

ン

ナ

エ

の

現

賞

論

附

簿

記

理

論

忙

就

い

て

第

六

十

六

巻

一

八

六

F

h

(

自
己
費
本
)
に
劃
立
せ
し
め
る
。
そ
の
理
論
的
根
擦
と
し
て
彼
の
述
べ
る
所
は
、
「
向
己
養
木
白
大
き
さ
並
び
に
そ
の
増
械
を
主

要
目
的
と
し
て
簿
記
に
課
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」

我
々
は
成
果
皐
設
(
ス
ガ
y

チ
品
・
ヲ
ル
プ
)
忙
於
て
も
、
と
の
簿
記
白
目
的

(
ζ

の
場
合
成
果
設
見
)
が
重
要
な
る
理
論
的
支
柱
を
友

爪
り

し
て
骨
る
白
を
見
る
。
ス
ガ
ン
チ
-
-
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
遁
世
で
あ
る
が
、
ワ
ル
プ
に
於
て
は
と
白
成
果
致
見
を
強
調
し
、
簿
記

。
問
題
を
と
白
成
果
渡
田
川
白
た
め
白
計
算
に
局
限
し
て
ゐ
る
き
ら
い
が
あ
る
。

第
四
曲
師
、
ニ
ニ

し
か
し
な
が
ら
、

ζ

白
簿
記
白
目
的
な
る
も
の
は
勘
定
理
論
展
開
に
際
し
、
如
何
・
な
る
地
位
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
簿
記
。

目
的
た
る
も
の
は
、
歴
史
的
に
色
々
、
と
把
握
せ
ら
れ
て
治
る
。

シ
ェ
ャ
ー
は
自
己
査
本
の
算
定
に
あ
る
と
な
し
、
ワ
ル
プ
は
成
果
強

か
i
h

る
簿
記
の
目
的
の
色
々
の
把
橿
に
も
拘
わ
ら
す
、
簿
記
が
賓
腿
的
忙
利
潤
也
求
獲
得
過
程
。
ー

見
に
あ
る
と
左
ず
。
し
か
し
、

，訓

〈

。

し
か
も
を
の
動
的
側
面
の
記
載
を
歴
史
的
に
一
貫
し
て
問
題
に
し

τ来
て
長
り
、
ま
た
問
題
に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
何
人
も
認
め
る
所
で
あ
る
う
。
先
に
ふ
れ
た
シ
エ
ヤ
ー
で
も
ワ
ル
プ
忙
於
て
す
ら
も
と
の
例
外
を
な
す
も
む

を
謝
象
と
な
し
、

で
左
い
こ
と
は
、
そ
白
著
述
の
内
容
が
一
不
し

τゐ
る
所
で
あ
る
。
か
く
し
て
勘
定
理
論
は
先
中
。
l
当
l

q

の
動
的
部
商
白
記
載
、

従
っ
て
そ
白
記
載
方
法
を
問
題
に
し
て
来
て
お
り
、
又
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

所
で
か
か
る
記
俄
方
法
は
直
接
に
記
載
封
象
に
規
定
せ
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
。
何
故
左
ら
ぱ
、
方
法
は
謝
象
を
把
揖
出
来
る
方
法

で
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
鮪
に
於
て
直
接
封
象
に
規
定
せ
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
〆
と
こ
に
所
謂
簿
記
白
目
的
の
介
入
す
る
飴

地
は
な
い
円
。
た
だ
所
調
簿
記
の
目
的
な
る
も
の
は
、
白
動
的
部
面
の
記
載
の
歴
史
的
賀
践
に
鹿
じ
て
、
記
就
の
と
る

。

巧

l
c一

共
倒
的
姿
態
と
し
て
、
前
越
の
一
般
的
記
載
方
法
の
一
定
の
時
宜
容
を
規
定
す
る
も
C
と
し
て
現

b
れ
る
。

要
す
る
に
、
勘
定
理
論
展
開

ω方
法
論
上
白
問
題
は
、
劃
象
の
l
者
l

q

の
認
噛
把
握
が
先
-T
第
一
要
件
で
あ
る
。
か
L
る
謝



象
把
握
は
直
接
に
記
就
方
訟
を
規
定
す
る
。
か
i
h

る
封
象
の
認
識
把
握
I
F
一
そ
白
記
載
方
法

(
骸
密
に
は
記
載
形
式
)

の
導
川
こ
そ
は
異

に
勘
定
理
論
の
基
本
的
問
題
で
あ
る
。
か
t
h

る
記
政
方
法
は
更
に
歴
史
的
変
践
的
目
的
(
所
謂
簿
記
白
目
的
)

化
依
り
、
歴
史
的
資
践

化
さ
れ
る
。

上
述
し
た
勘
定
理
論
白
問
題
を
国
解
す
れ
ば
次
の
如
〈
表
現
せ
ら
れ
得
る
。

一団

平霊5
1175El 

1/需

寸

宮古

韓

貸
借
針
照
表
論

右
の
閲
併
を
筒
車
に
説
明
す
れ
ば
女
の
如
く
で
あ
る
。

↑
の
者
ー
の
は
こ
れ
を
二
酉
に
於
て
把
損
す
る
と
と
が
出
来
る
。
一
は
償
値
増
殖
地
程
に
於
け
る
、
時
間
的
に
継
起
す
る
諸
事

責
を
這
跡
す

Z
部
面
、
他
は
特
定
時
賄
忙
於
て
、
傾
値
及
び
そ
の
存
在
形
態
を
把
握
す
る
部
面
。
一
前
者
を
動
的
部
固
と
稿
し
、
後
者

を
替
問
部
面
ム
」
科
す
る
。
動
的
部
面
の
記
載
方
訟
を
動
的
記
載
方
法
、
静
的
部
商
白
記
載
方
訟
を
静
的
記
載
方
法
と
科
F
る
な
ら
ば
、

ヌ
ガ
シ
チ
=
の
現
質
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

第
六
十
大
巻

一
八
七

事
四
斑



ス
ガ
ン
チ
孟
の
現
寅
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

メ一、
J、
第
四
説

J四

か
と
自
動
的
記
載
方
法
密
封
象
と
す
る
の
一
が
簿
記
論
で
あ
り
、
静
的
記
載
方
法
を
濁
象
と
す
る
の
が
貸
借
封
照
表
論
で
あ
る
。

口
記
載
方
法
は
記
設
要
素
、
記
戟
形
式
(
記
穂
要
素
四
結
合
の
形
式
)
記
誠
司
王
制
に
分
析
せ
ら
れ
る
。
勘
定
理
論
は
動
的
記
官
方
法
に

於
け
る
記
載
形
式
青
取
扱
う
も
の
と
し
で
、
簿
記
に
於
け
る
基
本
理
論
で
あ
る
。

動
的
記
載
方
法
に
於

τ、
動
的
部
面
白
一
記
載
封
象
か
ら
一
般
的
、
抽
象
的
に
記
載
形
式
を
展
開
す
る
地
程
を
勘
定
現
論
に
於
け
る

理
論
過
程
ー
と
な
す
。

〉三
簿
記
の
駿
史
的
資
践
的
目
的
は
枇
合
経
携
の
動
向
と
の
l
君
。
、

〆
に

的
記
載
方
法
に
濁
し
て
歴
史
的
・
賢
践
的
記
載
方
法
と
な
す
。
と

D
場
合
に
於
け
る
記
載
形
式
の
鑓
容
過
程
を
勘
定
理
論
に
於
け
る

白
動
的
部
商
忙
規
完
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
前
越
白
一
般
的
動

理
論
過
程

E
と
な
す
。

以
上
に
於
て
概
略
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
従
来
白
勘
定
理
論
は
理
論
過
程

I
E充
分
意
識
せ
歩
、
し
か
も
と
れ
を
前
提
せ
ざ

る
を
得
な
い
が
故
に
、
理
論
油
程

E
と
混
乱
し
て
ム
れ
ら
れ
、
理
論
的
展
開
及
び
概
念
の
使
用
が
極
め

τ混
乱
し
て
島
る
。

そ
も
そ
も
、
制
合
経
緯
に
於
て
は
債
位
法
則
が
貫
徹
し
て

h
b、
個
々
白
企
業
は
と
白
一
世
脅
経
済
の
わ
く
白
内
に
、
そ
れ
に
編
み

込
ま
れ
つ
づ
、
そ
れ
が
意
識
せ
る
E
C

否
T
F
一
に
か
ミ
わ
ら
予
慣
任
法
則
に
従
い
つ

iAE利
活
動
を
四
四
百
む
。
か
t
h

る
企
業
の
利
潤
追
求
獲

得
過
程
の
記
載
乃
至
計
算
方
法
を
問
題
に
す
る
場
合
、
そ
れ
は
債
値
法
則
D
認
識
む
上
に
立
う
て
解
明
せ
ら
れ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
乙

と
は
一
再
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
、
従
来
D
勘
定
感
設
に
於
け
る
諸
問
題
を
述
べ
で
来
た
。

従
来
の
勘
定
問
学
設
。
巾
、
方
法
論
的
意
識
の
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
持
る
D
は
、
ス
ガ
ン
チ
一
一
白
現
質
論
的
簿
記
皐
設
で
あ
る
。

彼
は
云
う
。
「
現
論
と
は
あ
た
へ
ら
れ
た
事
責
白
木
質
の
閥
係
心
解
明
・
説
明
で
あ
か
c
」
「
絞
式
簿
記
純
系
の
説
明
は
そ
白
現
貨
の
地



盤
白
中
に
在
る

Q

現
賞
。
地
帯
と
は
、
そ
れ
か
ら
健
系
が
必
然
的
に
愛
生
し
来
品
所
D
粧
務
的
快
質
を
有
す
昂
事
費
及
び
閲
係
の
糠

と
れ
ら
事
費
及
び
関
係
D
認
識
は
、
閥
系
の
椿
迭
に
疋
し
い
洞
察
を
起
し
、
そ
れ
を
根
本
か
ら
理
解
レ
、
そ
れ

を
凡
ゆ
る
側
面
か
ら
飴
す
所
な
く
常
明
ず
る
可
能
仲
を
提
供
す
る
も
の
予
一
あ
る
町
」
「
簿
記
理
論
は
、
そ
れ
が
現
資
に
於
て
一
個
。
完

全
に
満
足
な
る
科
皐
的
解
明
を
輿
え
ん
と
欲
す
る
左
ら
ぽ
、
何
物
に
も
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
し
て
、
事
賢
か
ら
、
即
ち
何
別
経
済
白

内
部
向
本
質
、
そ
の
機
能
か
ら
、
閥
系
を
引
出
す
と
と
が
出
来
ね
ば
な
ら
な
い
吋
」
と
れ
ら
は
い
や
れ
も
彼
の
簿
記
理
論
展
開
上
の
方

て
で
あ
り
、
従
っ
て
、

法
論
の
明
確
な
る
と
と
を
示
し
て
む
る
。
又
後
述
す
る
如
く
、
彼
白
云
う
「
結
構
的
性
質
主
有
す
る
事
資
及
び
関
係
」

白
内
部
的
本
質
、
そ
の
機
能
」
は
複
式
簿
記
法
に
於
て
は
利
潤
追
求
獲
得
過
程
ゃ
ぎ
ー
の
、
な
る
こ
と
を
一
市
し
て
荷
る
。

「
仰
別
経
祷

か
く
て
、
記
載
方
法
が
記
抑
制
封
象
を
離
れ
て
は
問
題
忙
し
得
ね
と
と
、
記
載
劉
象
が

C
J
J
1
q

陀
於
て
ス
ガ
ン
チ
ェ
の
現
賢
論
的
簿
記
理
論
は
注
目
さ
ァ
る
べ
き
で
あ
る
。

な
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
知

我
々
は
こ

k
K
彼
の
理
論
を
比
較
的
詳
細
巨
研
究
し
、
そ
と
に
於
け
る
問
題
を
指
摘
し
、
勘
定
理
論
の
設
展
に
資
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(4) (3) (2) (0 

こ
の
問
題
は
い
ず
れ
稿
を
あ
b
た
め
て
群
逃
し
た
い
。
現
在
は
後
の
展
開
に
必
要
な
る
程
度
に
止
め
る
。

堀
川
虎
=
一
、
曾
計
皐
に
於
け
る
基
本
的
規
定

r
就
い
て
(
担
酒
繭
叢
、
第
一
一
一
十
士
容
、
帯
主
説
、
一
O
王
買
)

O

E
-
Z
R
r
E
E
f
a
d
r
F
E
m
n
r
E
E
o
v
m
国
己
ロ
ormrr耳
切
。
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回
目
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mw凶
回
、
叩
吉
良
唱
え

u
切
戸
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口
l
回
叶
印
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】
『

-
m
n
E同
-
E♀
z
-
Z
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E
仏

国

MHENW
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〉
え

H
U
E日
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軍
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P
F
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開
ヨ
即
時
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日
ロ
芯
開
ミ
乙
時
前
日
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官
E
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E
L
包
有

22-ofm同
国
己
ロ
F
m
u
回。ユ
E
C
・453・

Hmw法

措
川
虎
=
一
、
簿
記
の
目
的
に
就
い
て
(
鯉
済
論
叢
、
第
三
十
七
春
、
第
二
続
、
七
九
買
)
参
照
。

熔
川
虎
一
ニ
、
官
計
皐
に
於
け
る
基
本
的
規
定
に
就
い
て
(
粗
済
論
議
、
第
一
一
一
十
七
巻
、
事
三
披
、
一
O
一
頁
)
、
合
計
方
法
の
理
論
(
法
と
樫
済
、

(7) (6) (5) (8) 

ヌ
ガ
シ
チ
=
の
現
質
論
的
簿
記
眼
前
に
就
い
て

策
六
十
宍
巻

申
凹
曲
師

五

一
八
九



ス
ガ
シ
チ
=
の
現
質
論
的
簿
記
理
請
に
就
い
て

第
六
十
宍
巻

ブし

O 

車
問
就

ム
ノ、

事
国
巻
、
第
四
輔
駒
大
頁
)
。

問

ζ

白
際
、
わ
れ
わ
れ
は
記
載
輔
副
象
を
規
定
す
る
エ
り
高
衣
り
、
よ
り
一
般
的
目
酌
の
存
在
を
否
定
す
る
も
り
で
は
な
い

0

0
1
2
 m

m
S盟
国

同

与

F
r
w
m
y
切

E
W
F
E・

A
Fカ

Y

チ
ニ
の
現
質
論
的
簿
記
理
論

京
国
系
的
計
算
の
一
方
法
と
し
て
の
被
式
簿
記
法

ス
ガ
ン
チ
=
は
複
式
鴨
神
記
訟
を
、
そ
の
賀
践
が
「
量
白
税
制
L

と
「
量
の
計
算
L

と
を
田
市
す
機
能
よ
り
し

τ、
粧
梼
的
計
算
(
師

白
一
部
分
現
象
な
り
と
す
る
。
し
か
ら
ば
そ
れ
は
如
何
な
る
種
類
白
経
済
的
計
算
に
属
す
る
で

済
的
事
実
に
適
用
せ
ら
れ
た
計
算
活
動
)

あ
ろ

第 う
ーか
*-
が1 と
言¥- ， 
算幻に

f庄
、は
艇
寝耳
的
言十
算
を

*-
白

様
に
分
類
す
る

車
純
計
算

複
合
計
算

第
二
次
的
計
算

闘
係
計
算

閥
系
的
計
算

第
一
次
的
計
算
は
第
二
弐
的
計
算
白
基
礎
止
な
る
も
白
で
あ
っ
て
、
交
換
、
由
民
貝
、
雇
傭
等
、
粧
梼
主
醐
聞
の
個
々
の
活
動
に
随
伴

す
る
計
算
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
純
綿
白
責
貝
、
貸
借
の
如
き
、
全
く
皐
純
な
計
算
し
か
い
ら
な
い
単
純
計
算
と
、
か

L
る
車
純
計
算



白
結
令
せ
る
(
例
へ
ば
手
数
料
、
運
賃
、
保
険
料
を
伴
え
る
商
品
仕
入
)
梅
合
計
算
に
分
け
ら
れ
る
。

第
二
衣
問
計
算
は
、

一
個
別
経
済
の
鰭
活
動
に
閲
す
る
計
算
を
栴
す
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
段
階
的
化
、
閥
係
計
算
と
館
系
的
計

算
に
介
い
瀕
す
る
。

関
係
計
算
と
は
、
例
別
経
済
の
諸
行
待
の
中
、
同
一
の
直
接
的
作
用
主
及
げ
す
誇
過
程
(
例
え
ば
、
現
金
運
動
を
酢
き
起
す
賠
で
き
迎
せ

る
楓
て
の
行
錦

)
1彼
は
こ
れ
を
閥
係
行
常
と
栴
ず
る
!
の
共
通
的
部
介
的
作
刑
を
確
定
す
る
た
め
D
計
算
を
指
す
D
で
あ
る
。
従
来
、

か
i
A

る
計
算
白
た
め
勘
定
形
式
が
と
ら
れ
て
来
た
が
、
ぞ
れ
は
代
教
的
融
和
田
一
魔
的
表
示
に
す
ぎ
な
い
と
彼
は
一
山
う
。

畑
町
系
的
計
算
は
、
経
椅
蓮
此
F
d
有
の
闘
心
た
る
、
ス
中
一
位
占
し
て
九
た
、

一
個
別
経
済
む
絢
過
程
、
並
に
諸
閥
係
の
す
べ
て
に
閲
す
る

計
算
、
並
に
「
統
制
」
を
指
す
の
で
あ
る
。

以
上
、
四
種
類
の
計
算
の
中
、
彼
は
、
複
J
N
J

簿
記
法
は
慨
系
的
計
算
に
麗
し
、
そ
の
一
方
法
で
あ
る
が
、
閥
系
的
計
算
モ
D
も
白

で
は
な
い
と
な
す
。
彼
は
云
う
。

「
複
式
簿
記
法
な
る
も
の
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
、
開
系
的
計
算
の
一
定
方
法
で
は
あ
る
が
、
し

か
し
、
協
系
的
計
算
そ
の

h
の
で
は
な
い
。
か
〈
で
我
々
は
、
複
式
簿
記
訟
を
阜
に
慨
系
と
解
し
、
如
何
な
る
粧
済
形
態
に
も
誼
合

し
得
る
雨
加
授
興
の
描
慣
を
怒
に
せ
る
引
算
方
法
と
泣
す
見
解
に
反
封
ず
る
。
か
h
る
見
解
は
一
個
の
先
験
的
H
H
濁
断
的
見
解
で
あ
っ

て
、
慨
系
主
、
そ
の
現
貰
の
地
盤
か
ら
切
離
し
て
考
察
す
る
と
と
か
ら
生
じ
た
も
白
で
あ
る
。
」

我
々
は
、
複
式
簿
記
法
が
、
そ
の
一
方
法
た
る
的
系
的
計
算
を
、
更
に
、
考
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

彼
は
、
閥
系
的
計
算
の
特
徴
と
し
て
、
計
算
の
外
に
「
統
制
」
と
い
う
新
し
い
機
能
が
加
わ
り
、
と
白
「
統
制
」

ζ

そ
が
慨
系
を

要
請
す
る
要
素
で
あ
る
尉
を
指
摘
す
る
。

し
か
ら
ば
「
統
制
」
止
は
如
何
な
る
と
と
を
指
す
む
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
一
E

う
。
「
統
制
と
は
事
賢
、
扶
態
、
或
は
、
過
程
在
客
観

ヌ
ガ
ン
チ
品
目
現
寅
諦
伯
棒
記
盟
諭
に
就
い
て

第
六
十
犬
巻

九

事
四
披

七



ス
ガ
ン
チ
-
一
ー
の
現
質
論
的
簿
記
理
論
同
就
hv

て

第
六
十
六
巻

ブL

帯
四
暁

i¥. 

的
に
確
定
す
る
と
主
で
あ
る
。
邸
主

J

、
mm
態
に
つ
い
て
は
、
と
れ
を
そ
む
場
で
調
有
し
、
か
っ
、
そ
の
作
別
縄
問
ぞ
決
定
す
る
と
と

に
よ
勺
て
、
過
程
に
つ
い
て
は
、
と
れ
を
そ
の
生
起
の
際
に
、
外
国
間
徴
表
を
過
し
て
、
同
様
に
、
確
認
、
聞
定
ず
る
乙
と
に
よ
一
口

で
よ
し
か
し
て
、
か
L
h

る
統
制
は
ま
十
記
憶
の
補
助
手
段
で
あ
る
が
、
事
寅
む
読
明
手
段
と
し
て
没
立
つ
も
D
で
あ
一
る
。
勿
論
、
計

算
の
た
め
の
準
備
、
補
助
白
仕
事
に
も
左
り
得
る
が
、
一
首
明
手
段
と
し
て
の
同
有
性
を
央
う
も
の
で
は
な
い
と
彼
は
一
耳
ぅ
。

彼
は
統
制
を
、
そ
れ
が
、
赦
態
り
確
定
を
在
務
止
す
る
か
、
過
程
の
確
定
を
往
務
と
す
る
か
に
依
っ
て
、

ω静
的
統
制
(
棚
卸
)

門付

同
動
的
統
制
(
過
程
の
機
構
的
記
載
)
に
分
け
、
叉
別
む
観
難
か
ら
、
同
技
術
的
統
制
(
数
量
統
制
、
現
品
調
べ
)
と
例
経
梼
的
統
制
(
憤

値
続
制
)
と
に
分
つ
。

所
で
、
債
値
統
制
に
つ
い
て
、
更
に
詳
細
陀
究
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
、
彼
白
と
れ
に
関
す
る
潤
特
白
見
解
ζ

そ
、
後
に

勘
定
理
論
展
開
に
際
し
て
、
重
要
な
一
支
牲
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
、
償
位
統
制
白
迎
用
の
範
閣
を
、
名
目
債
値
|
即
ち
、
そ
の
債
依
が
一
定
白
計
敢
に
於
て
直
ち
に
存
在
し
、
安
遁
を
誼
じ
て

初
め
て
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
止
う
な
財
産
構
成
部
分
|
白
在
高
及
び
礎
動
化
限
ら
れ
る
と
な
す
。
そ
白
現
出
と
し
て
、
彼
白
述
べ

る
所
は
「
統
制
は
、
そ
D
任
質
上
、
た
だ
具
般
的
事
責
(
捉
え
得
べ
者
数
賞
、
及
刊
町
、
慣
値
欄
出
動
)

民
の
み
及
ぶ
。
そ
れ
は
、
抽
象
的
大
い

さ
、
即
ち
、
全
般
と
し
て
の
財
産
、
及
び
、
成
果
に
は
何
ら
閥
係
し
な
い
。
と
れ
ら
は
専
ら
計
算
に
屈
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
か
く

し
で
、
債
値
統
制
は
、
貨
幣
、
及
び
凡
ゆ
る
貨
幣
代
用
手
段
が
、
そ
白
安
換
手
段
と
し
て
の
機
能
が
問
題
と
な
る
限
り
に
於
て
、
行

わ
れ
る
に
す
曹
な
J
M
。
そ
れ
ら
の
債
伎
の
大
い
さ
は
、
た
だ
、
具
時
的
な
捉
主
得
べ
き
過
程
、
邸
ち
、
入
及
び
出
に
主
っ
て
白
み
、

影
響
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
く
し
て
在
高
及
び
竣
動
は
直
接
的
股
重
赴
統
制
を
受
け
る
と
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

彼
に
依
る
と
、
残
品
開
白
総
て
は
と
白
特
性
を
品
附
い
て
居
る
と
い
う
川
例
え
ば
、
商
品
は
技
術
的
数
量
陀
於
て
は
統
制
は
可
能
で
あ



る
が
、
慣
値
統
制
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
尚
品
の
債
伎
は
絶
え
守
礎
化
し
、
交
換
行
忽
な
く
し
て
は
捉
え
る
と

と
が
川
派
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
貨
幣
の
大
い
さ
忙
は
一
定
の
慣
舶
の
大
い
メ
一
が
不
可
分
に
附
着
し
て
い
る
が
、
交
換
財
貨
に

あ
っ
亡
は
、
債
値
目
大
い
さ
は
、
必
要
白
都
皮
・
し
か
も
外
部
か
ら
内
貨
幣
と
の
比
較
を
介
し
て
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
す
、
か
う
ま
た
‘

そ
の
債
依
白
大
い
さ
は
、
阜
に
、
交
換
の
瞬
間
に
於
け
る
一
白
一
時
的
感
念
手
段
に
す
ぎ
在
い
か
ら
で
あ
る
と
彼
は
一
耳
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
閥
系
的
計
算
白
特
徴
主
多
ル
ノ
詳
細
に
述
べ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
複
式
簿
記
訟
は
、
剛
山
系
的
計
算
白
一
方

法
で
は
あ
る
が
、
般
系
的
計
算
モ
白
も
の
で
は
な
い
。
何
故
、
そ
う
で
あ
る
う
か
。
彼
は
一
疋
ぅ
。
「
計
算
俄
系
は
一
面
に
於
て
は
、

個
別
経
時
間
白
木
質
を
な
す
事
寅
上
の

E
常
泊
羽
田
を
反
映
す
べ
き
で
あ
り
、
他
一
向
に
於
て
は
、
浬
時
r向
者
が
泣
い
て
い
る
主
観
的
日
擦
を

反
映
す
べ
き
で
あ
る
。

E
に
過
程
と
主
観
的
目
標
こ
そ
は
、
特
殊
経
時
間
D
個
別
的
形
態
の
一
間
に
存
す
る
著
る
じ
き
相
違
性
に
棋
擦
を

興
え
る
も
白
で
あ
る
。
過
程
並
に
目
標
に
於
け
る
相
違
性
は
従
っ
て
必
然
的
忙
計
算
川
町
系
に
於
け
る
著
る
し
き
芸
具
在
約
定
す
る
も

白
で
あ
ろ
う
。
慨
系
(
或
は
よ
り
よ
く
云
え
ば
方
法
)
は
そ
れ
宜
規
定
し
て
い
る
経
済
形
態
白
特
殊
性
が
知
ら
れ
て
い
る
場
合
に
初
め
て

某
礎
附
け
b
れ
る
と
と
が
向
来
ム
o」

し
か
ら
ば
、
複
式
簿
記
訟
は
、
帥
閥
系
的
計
算
の
一
と
し
て
如
何
左
る
経
済
形
態
の
伺
別
経
演
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
ら
ゆ
る
粧
梼
荷
動
の
主
要
目
棋
は
生
存
の
保
設
と
凡
ゆ
る
側
面
か
ら
白
そ
の
促
進
で
あ
り
、
そ
白
た
め
に
、
財
貨
の
調

建
、
集
積
、
及
び
給
費
の
一
二
一
値
由
経
時
間
話
動
が
行
わ
れ
る
と
な
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
一
三
種
白
終
消
活
動
は
同
時
に
一
例
別
粧
済

に
結
合
し
て
存
在
し
得
る
が
、

d

人
分
離
し
て
、
例
別
経
積
白
特
殊
目
的
と
な
り
件
る
と
友
し
、
財
貨
白
集
積
と
消
費
を
目
的
と
す
る

消
費
総
療
、
財
貨
の
調
達
を
目
的
と
す
る
管
利
経
穂
、
上
越
工
程
白
目
的
を
追
求
す
る
混
合
経
済
白
三
種
の
倒
別
経
梼
の
存
在
を
指

摘
し
、
と
れ
に
補
助
綻
携
を
澗
立
の
存
在
を
、
主
張
し
特
る
仰
別
経
潜
と
し
て
加
え
る
。
そ
し
て
と
れ
ら
伺
種
目
U

個
別
総
務
。
中
、
彼

抽
M

内
庁
命
、

i
i
 ス

ガ
ン
ナ
二
の
現
寅
論
的
樟
記
盟
論
忙
就
い
て

第
犬
十
六
巻

九

第
凶
蹴

プh



ス

ガ

ン

チ

呂

田

現

賞

論

的

簿

記

理

論

に

就

い

て

皆

四

披

は
消
費
粧
抽
出
と
営
利
経
済
と
が
、
紳
粋
む
基
本
形
態
で
あ
り
、
他
の
二
種
の
個
別
総
梼
は
、
前
者
白
結
合
か
、
同
盟
種
で
あ
り
、
前
者

自
計
算
制
皮
は
、
結
合
又
は
部
分
的
に
修
正
し
た
形
態
で
、
後
者
に
も
適
用
さ
れ
得
る
と
な
し
、
か
く
し
て
、
消
費
経
済
と
営
利
経

第
六
十
六
巻

7L 
四

O 

務
の
計
算
制
度
を
探
究
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
消
費
縦
横
白
計
算
制
度
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
、
消
費
経
済
白
基
本
過
程
は
今
日
白
交
通
的
関
係
白
下
に
於
て
は
、
失
の
如
く
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

貨
幣
の
入
一
貨
幣
白
出

i
財
貨
白
入
一
財
貨
白
費
消

か
t

込
る
基
本
過
程
に
於
℃
、
消
費
艇
擦
り
計
算
制
度
は
、
そ
れ
が
閥
系
的
計
算
で
あ
る
限
り
個
別
経
済
の
諸
機
能
の
有
機
的
聯
闘

を
再
現
す
る
と
と
を
要
求
せ
ら
れ
、
更
に
剰
飴
乃
五
不
足
を
建
具
す
る
と
と
、
並
に
貨
幣
濯
動
の
統
制
が
要
請
せ
ら
れ
る
が
、
結
局

。
(0 (1)所

"'瞳
官富 田主総
白講的
f控拝~!C
f早戸入
iρ の
財+諌
産空定
jf<手 A 昌

成+れ
にる
向 l 場

け""合"
らと22

与拝
V2E  
場
メ寺、 M 口刊，+

同

+ 
N 

+ 

ー
堂
神
常
温
州
制
hm

減
講
斉
h
f
斜

+
F
+
の
+

鴻
講
神
宮

M
+『
+
N
+

u

週
一
取
)
『
印
州
U

官
初
動

羽
詰
資
制
+
露
出
〆
謹
時
帰
(
l
U
1
H
同
蛍
)
U模
川
河
湿
同
附

を
基
本
的
計
算
方
式
と
な
し
、
貨
幣
(
貨
幣
代
用
手
段
を
合
む
)
在
高
、
及
淫
勤
D
計
算
及
び
統
制
で
充
分
で
あ
容
と
な
し
、

他
国
利
経
梼
D
計
算
制
度
に
劃
す
る
、
消
費
経
済
の
計
算
制
度
の
主
要
特
性
で
あ
る
と
な
す
。

か
く
し
亡
、
我
々
は
、
縄
式
簿
記
法
を
営
利
維
捧
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
叶
相
、
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s
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m
宮
E
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m
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島

E
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相
叩
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ゲ

E
骨
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回
∞

山
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n
z
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U
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g世相
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E
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I 
資 c=)
本・
家管
ゴt: 手リ
業経
の師寺
基白
本合
t曲 言十
程(

勘
定
主里

論
目

展
開

営
利
経
済
と
は
、
彼
に
依
れ
ば
、
生
産
過
程
途
行
の
た
め
の
特
別
の
組
織
で
あ
る
。

E

h
陀
生
産
過
程
と
は
消
費
過
程
に
劃
す
る

鳩
時
的
釘
以
物
で
、
一
個
D
経
済
的
用
役
給
付
D
作
成
に
あ
た
る
も
D

L
全
部
で
あ
る
。
だ
か
ら
.
モ
れ
は
普
通
の
生
産
過
程
由
外
、

に
、
商
業
、
保
険
、
仲
介
、
演
謹
等
み
な
包
含
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
L
る
生
産
過
程
が
、
主
と
し

τ労
働
で
な
く
し
て
資
本
を
必
要
と
す
る
と
き
、
即
ち
貨
幣
財
産
白
利
則
が
主
観
的
目
的

皮
土
、

f
t
 

で
あ
る
と
き
、
常
利
経
済
は
所
謂
資
本
家
企
業
と
な
る
と
な
し
、
そ
れ
が
今
日
ま
す
ま
す
営
利
経
済
白
典
型
に
な
り
ヲ
、
あ
り
、
か

ス
ガ

γ
チ
与
の
現
寅
論
的
簿
記
醒
簡
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

コ九

五

第
四
競

，
 



ス
ガ
シ
チ
品
の
現
賃
諦
的
簿
記
理
論
忙
就
い
て

事
宍
十
六
巻

一
九
六

第
四
務

く
し
て
、
賢
本
家
企
業
に
於
て
、
営
利
鰹
捕
仰
の
計
算
閥
系
の
基
本
方
式
号
探
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
五
う
。

彼
は
か
h
る
資
本
家
企
業
の
内
部
的
基
本
過
程
を
ご
一
個
の
観
離
か
ら
観
ら
れ
る
ん
」
な
し
、
次
の
如
く
考
察
す
か
。

付
一
般
的
一
審
制
眠
時
間
観
鮪
か
ら
見
る
と
き
、
か
の
基
本
一
過
程
は
、
上
り
多
く
白
企
業
と
そ
の
他
D
個
別
…
蓄
と
が
協
働
し
て
命

る
、
よ
り
大
き
ゅ
な
聯
閥
あ
る
枇
曾
経
済
的
機
能
の
部
分
過
椋
と
し
て
現
わ
れ
る
。
と
ζ

に
於
て
は
主
観
的
契
機
は
願
み
ら
れ
な
い
。

〕二
客
観
的
個
別
経
憐
的
観
貼
か
ら
見
る
と
、
企
業
費
木
白
封
鎖
的
循
環
運
動
と
し
之
現
わ
れ
る
、
貨
幣
形
態
に
於
け
る
費
本
は
静

/
4

、

止
或
は
活
動
せ
し
む
べ
き
直
接
的
生
産
手
段
(
固
定
的
、
並
に
流
動
的
生
産
手
段
)
調
達
の
た
め
に
支
問
せ
ら
れ
(
資
本
費
消
温
程
て

内

部
的
同
盟
形
過
程
を
経
て
、
完
成
給
付
が
交
付
さ
れ
、
再
び
資
本
が
反
釣
給
付
3

と
し
て
、
貨
幣
形
態
に
於
て
現
わ
れ
る
。

〕巴
企
業
家
D
主
観
的
例
人
的
見
地
か
ら
は
、
安
本
費
消
過
程
は
給
付
作
成
の
た
め
に
供
せ
ね
ば
な
ら
友
い
種
々
な
る
金
銭
的
犠
牲

白
綿
憾
と
し
て
現
わ
れ
、
資
本
の
同
流
は
、
彼
に
は
自
分
の
努
力
白
呆
貨
に
見
え
る
。
前
者
に
封
ず
る
費
用
、
後
者
に
封
す
る
牧
盆

な
る
表
現
は
と
D
彼
の
主
観
的
見
方
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

〕

〕

し
か
し
て
、
脅
計
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
の
は
、

ζ

の
某
木
過
科
考
察
の
こ
と
三
で
あ
る
と
一
五
う
。

(

(

 

苫
て
、
資
本
家
企
業
の
基
木
泊
程
1

1
給
付
製
作
手
段
の
有
償
附
獲
得
、
及
び
町
四
百
利
終
演
白
一
組
活
動
。
綜
合
を
表
不
ず
る
、
製
作

せ
ら
れ
た
給
付
の
有
償
的
交
付
(
ト
一
連
位
)
ー
ー
は
マ
ル
ク
ス
白
公
式
沌
4

靖
国
冨

F
一
劃
吉
凶
沌
訴
さ
舛
諜
|
器
包

l
鴻
譜

(
Q
M
l

d

『
二
当
時
。
N
u
o
l巧
の
)
に
依
っ
て
、
表
現
せ
ら
れ
る
と
左
し
、
そ
れ
忙
印
し
て
、
そ
の
過
程
D
分
析
を
進
め
る
。

彼
に
依
る
と
、
貨
幣
と
は
「
客
闘
と
な
う
て
存
点
ず
る
凡
ゆ
る
具
閥
的
侭
依
に
封
ず
る
釘
立
物
、
或
は
、
積
極
的
に
云
え
ば
、
既

に
強
調
せ
る
如
く
、
一
の
名
目
額
の
中
に
そ
の
昭
現
を
凹
此
出
す
所
の
、
凡
ゆ
る
抽
象
的
貨
幣
侭
偵
を
意
味
す
る
わ
け
で
あ
ふ
o
」
か
く

て
一
個
の
給
付
に
謝
す
る
貨
幣
釘
債
と
い
う
こ
と
が
決
定
的
で
あ
う
て
、
名
目
債
依
櫓
常
者
が
、
同
一
一
倶
佑
量
む
事
資
上
の
婚
訴
者



な
る
や
否
や
又
、
そ
の
形
態
の
如
何
を
問
わ
な
い
ム
」
云
う
。

か
く
し
て
、
彼
は
、
公
式
に
於
け
る
「
貨
幣
L

の
概
念
白
中
に
は
失
白
も
の
が
包
括
せ
ら
れ
る
と
な
す
。

つ
完
全
慣
値
あ
る
金
属
貨
幣

二
、
記
抗
(
信
用
)
貨
幣
た
る
金
属
貨
幣
並
に
紙
幣

一
ニ
、
所
前
貨
幣
代
別
手
段
の
全
部
(
貨
幣
償
但
吃
針
す
る
要
求
催
、
名
目
上
一
足
音
る
貨
幣
額
の
支
持
義
務
、
或
は
|
|
稀
で
は
あ
る
が
|
|
名

目
資
本
参
加
)

か
く
の
如
く
、
彼
は
辺
常
心
意
義
に
於
り
る
貨
幣
は
勿
論
、
債
能
債
務
も
、
そ
れ
が
企
業
D
生
産
過
程
に
於
て
、
生
産
手
段
の
受

入
に
劃
す
る
自
己
の
反
針
給
付
と
し
て
、
或
は
自
己
の
完
成
給
付
の
引
渡
に
射
す
る
他
人
の
反
封
給
付
と
し

τ機
能
す
る
限
り
に
於

て
、
貨
幣
の
範
鴎
忙
入
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
「
兵
慨
的
偵
値
の
受
入
に
劉
し
て
行
ふ
削
れ
る
現
金
支
出
、
要
求
権
譲
渡
、
法
律
債
務
の
護
生
、
手
形
の
引
受
等
は
締

τ

貨
幣
支
出
な
る
類
型
に
開
削
す
る
地
程
で
あ
り
」
之
と
反
針
に
「
現
金
収
入
、
要
求
権
受
入
、
法
律
義
務
自
治
誠
(
文
明
命
令
書
目
授
奥
)
、

負
債
む
返
祷
等
綿
て
と
れ
ら
は
完
成
給
付
の
引
渡
忙
劉
立
す
る
所
目
同
質
の
貨
幣
収
入
自
過
程
で
あ
る
し

'
次
に
、
尚
品
と
は
「
抽
象
的
問
団
値
客
胞
と
は
反
釣
の
具
般
的
債
依
客
慨
を
、
侭
格
財
倒
値
と
は
反
封
白
商
品
財
慣
伎
を
表
わ
が
」

D
で
あ
る
が
、
貨
幣
の
場
合
と
異
っ
て
、
悶
系
列

(
C
M
1
4〈

r
Fー
の
も
は
完
全
忙
同
一
で
は
な
い
と
し
、

w町
、
刊
に
ワ
い
て
設
明

す
る
owと

は
「
生
産
過
程
以
前
、
並
に
そ
白
幡
績
中
忙
調
達
せ
ら
れ
た
生
産
手
段
の
組
問
で
あ
っ
て
、
と
り
中
に
は
作
成
過
程
遂
行
白

た
め
の
企
業
家
自
身
の
犠
牲
が
現
わ
れ
て
来
る
。
費
用
印
ち
生
産
原
m
w
L

で
あ
う
て
、
次
の
も
の
を
包
合
せ
し
ゐ
る
。

ス
ガ
ン
チ
ェ
回
現
質
論
的
簿
記
也
前
九
ド
就
い
て

第
六
十
大
巻

一
九
七

第
四
競

= 



ス
ガ
ン
ヂ
=
り
現
質
論
的
簿
記
頭
諭
r
h

就
い
て

第
六
十
六
巻

一
九
八

第
四
競

四

て
岡
定
生
産
手
段
の
調
達
(
固
定
的
投
資
)

二
、
流
動
生
産
手
段
白
調
法
(
開
料
、
補
助
陣
料
、
商
品
等

ゴ
一
、
叫
労
働
白
調
達
(
勢
働
給
付
の
隣
人
)

四
、
そ
の
他
、
生
産
泊
訟
と
附
聯
せ
る
凡
ゆ
る
費
削
の
支
鉾
(
租
税
年
)

5
 

W
と
は
「
牛
産
過
程
の
終
末
に
於
て
、
引
渡
さ
れ
る
綿
給
付
白
金
問
」
で
あ
O
て
、
そ
れ
は
唯
一
の
、
或
は
少
数
の
等
質
的
要
素

(
生
置
物
・
用
役
)
を
包
含
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
白
で
、

W
よ
り
「
同
種
的
」
で
あ
り
、
企
業
か
ら
生
十
る
凡
ゆ
る
総
牧
徒
主
包
含
し
.

W
即
ち
費
用
に
謝
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
、

W
却
費
問
、

W
印
企
業
の
綿
牧
谷
在
、
な
し
て
ゐ
る
耕
、
注
意
す
べ
く
、
か
く
し
て
、
租
校
、
そ
の
他
の
費
用
を
W

に
包
含
さ
せ
て
tw
り、

W

D
中
に
は
企
業
者
白
人
格
的
給
付
が
合
ま
れ
、
そ
れ
が
純
牧
谷

(
利
潤

を
究
現
せ
し
め
る
如
く
考
え
て

h

咽
る
耕
附
加
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

以
上
、
我
々
は
、
貨
幣
並
陀
商
品
D
概
念
を
研
究
し
た
の
ち
、
吏
に
同
者
白
一
閥
係
を
究
明
し
な
け
れ
ば
在
ら
ぬ
。

ス
ガ
ン
千
戸
一
は

C

J

4

C
、

に
於
け
る
一
財
貨
の
蓮
動
に
劃
し
て
貨
幣
の
反
釣
運
動
を
強
調
し
、

こ
れ
こ
そ
基
本
過
程
の
ノ
ル

ム
で
あ
る
と
な
し
て
止
る
。
従
う
て
、
か

L
る
把
握
の
難
耕
を
次
む
如
〈
説
明
す
る
。
先
歩
、

生
産
手
段
と
他
の
共
値
的
財
貨
の
物

物
交
換
の
場
合
で
あ
る
が
、
と
れ
は
今
日
の
諸
聞
係
白
下
に
於
て
は
例
外
で
あ
り
、
か
う
と
の
場
合
に
於
て
も
憤
低
尺
度
と
し
て
の

貨
幣
の
導
入
は
不
可
避
で
あ
り
、
か
〈
て
、
商
品
商
品
は
『
商
品
貨
幣
貨
幣

l
陶
品
の
二
つ
宛
D
交
換
行
待
に
介
川
附
さ
れ
る

と
左
す
。

又
、
商
品
H
生
産
手
段
と
商
品
H
完
成
給
付
と
白
間
に
於
け
る
、
交
換
手
段
の
運
動
白
媒
介
な
き
、
直
接
の
闘
係
(
生
産
過
程
)
に

ノ



潤
し
て
、
彼
は
弐
の
如
〈
答
え
る
。

「
事
費
上
で
は
、
企
業
D
諸
機
能
は
、
商
品
ー
と
貸
幣
E
C
D
聞
に
鋭
い
直
別
が
作
在
し
、
諸
過
程

の
二
重
の
系
列
が
同
様
忙
銃
〈
表
現
さ
れ
、
疑
い
友
〈
、
一
ノ
ル
ム
を
作
る
様
な
炊
態
に
告
か
れ
て
止
か
の
」

ま
た
、
尚
口
刊
の
ほ
格
に
う
い
て
は
、
現
貴
乃
至
一
仮
想
D
交
換
行
活
に
依
る
も
白
と
す
る
。
即
ち
、
各
仰
の
交
換
行
震
は
敏
感
的
に

債
依
恒
等
式
を
表
示
す
る
白
で
あ
る
が
、
貨
幣
債
依
総
額
は
算
術
的
に
定
め
ら
れ
た
数
量
で
あ
る
か
ら
、
商
品
川
川
貨
幣
に
依
っ
て
、

モ
白
貸
幣
額
が
同
時
忙
杢
挨
財
の
侭
位
に
封
す
る
表
現
に
な
る
と
一
五
う
。
か
く
て
、
商
品
の
債
格
は
貨
幣
運
動
の
反
映
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
ス
ガ
ン
チ
一
一
は
資
本
家
的
企
業
白
茶
本
過
程
は
、
之
を
客
観
的
に
眺
め
れ
ば
、
貨
幣
日
商
品
よ
り
成
る
「
一
の
強

制
的
な
複
雑
に
し
て
時
間
的
陀
縫
絞
せ
る
交
換
行
免
」
に
総
括
せ
ら
れ
る
貸
術
商
品
一
商
品
貨
幣
白
循
環
過
程
と
し
て
現
わ
れ
.

と
れ
を
利
潤
獲
得
と
い
う
企
業
家
白
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
費
削
W
し
」
牧
徒

W
D
謝
立
過
程
と
し
て
現
わ
れ
る
と
注
す
。

ロ
S
E
N
-
E
叩
耳
目

E
E
r
m
g目
的
色
。

:
E
E
E
E
E
J
P
2
5
仏
宮
品
。
弔
巳

E
出

5
r
E
Z
5
F
E
F口
g
w
后
書
留
回
目
l
回円

。
げ
O
凶
島

mwmm・
凶
恥
l
h凶
日
'

o
r
oロ
白
川
ど
切
・

Mwu

otmロ
パ
凶
凶

wmw
凶
印
[

包
括

s
a
p
回
目
凶
。

。げ
mHML
♂

ω・
出
品
ι

{町 (5) (4) (3) (2) (1) n 

者
本
家
的
企
業
合
計
(
複
式
簿
記
法
)
四
課
題

者
木
市
事
的
介
業
合
計
は
常
然
前
遠
心
。
l
d『

F
を
謝
象
と
す
る
も
白
で
あ
る
が
、
そ
白
と
と
よ
り
、
次
の
三
伺
の
課
題
を
呆

す
と
と
主
要
求
せ
ら
れ
る
と
在
す
。

ス
ガ
ン
チ
エ
白
現
質
論
的
簿
旬
理
論
K
就
い
て

第
六
十
穴
巻

プL
ブL

第
四
掛

= 
五



ス
ガ
ン
チ
=
の
現
寅
諦
的
簿
記
盟
論
に
就
い
て

第
六
十
六
ー
巷

O 
O 

第
四
掠

占ノ、

「
企
業
家
の
絶
封
的
な
、
自
己
の
園
民
経
済
的
給
付
に
謝
す
る
報
酬
を
考
え
な
く
て
も
、
彼
の
客
観
的
費

用
九
即
ち
、
生
産
過
程
の
原
慣
が
、
彼
忙
賠
償
さ
れ
、
返
還
さ
る
べ
き
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
う
て
、
、
総
牧
盆
の
一
部
分
は
凡

ス(ー〕
カ司事t
ン 牧
チ主主

主2
12 即
ノ。ち

企
業
主主
。っ
←1 

粗
野
合勺
自

己
給
付
b亡

罰
す。
報
酬1
しー

の
算
定

ゆ
る
費
目
を
償
う
べ
き
で
あ
り
、
而
し
て
、
収
盆
白
中
、
と
白
費
用
以
上
に
な
長
彼
白
手
許
に
残
存
す
る
も
白
が
、
三
上
述
の
報
酬
で

あ
る
。
」

ぞ
れ
は
次
の
様
虻
し
て
算
定
せ
ら
れ
る
。

巧
同
(
凡
町
神
組
問
官
帯
詩
「
叩
一
陣
「
対
内
射
撃
ヰ

B
蕗楠岡
)
l
d
F
F
(樽
吉
山
附
剖

wvω
診
4
4
6
務時国
)
H
F
(中
枠
制
問
司
歯
糊
4

5

E

回
診
4
4
)

「
企
業
家
の
絶
劉
的
自
己
給
付
」
或
は
「
企
業
家
自
身
か
ら
由

来
す
る
主
観
的
給
付
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
劃
す
る
報
酬
、
純
利
益
は
仏
と
向
と
白
差
額
で
あ
る
。
し
か
し
、
算
定
は
G
に
依
っ
て
も
‘

か
く
の
如
く
、

r';泊

~ 
R 
I車
斗

ス⑪J

ガ鴻
ン議
チ河

lli告
に 言字、

於今

z L 
W，よ
と".
可V_ 11 

と';:1
([) 

義司
は

W
に
よ
っ
て
も
、

い
や
れ
に
し
て
も
可
能
で
あ
る
。

彼
は
云
う
。
「
か
く
て
、
我
々
は
、
複
式
簿
記
法
(
紐
借
利
融
済
白
計
算
睦
系
)

D
基
本
方
式
由
主
要
部
分
を
も
っ
。
即
ち
、
費
削
と

牧
盆
と
の
劉
置
、
純
牧
盆
(
利
毎
即
ち
企
業
家
叩
絶
封
的
給
付
に
罰
す
る
報
酬
)
の
算
定
が
よ
れ
で
あ
る
。
」

、1Jで
企
業
資
本
、
並
に
純
資
産
の
算
定

ス
ガ
ン
チ
一
一
は
一
古
う
。
「
企
業
忙
於
け
る
主
観
的
契
機
た
る
企
業
家
白
人
格
が
、
消
費
経
梼
に
於
て
も
矢
張
り
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
企
業
内
で
濯
動
す
る
財
貨
集
困
、
即
ち
企
業
者
本
心
確
定
と
い
う
一
伺
D
特
殊
任
務
を
計
算
概
系
に
課
す
る
。
費
川
と
収
益
と

の
劃
立
を
題
じ
て
資
本
の
運
動
が
追
跡
せ
ら
れ
、
統
制
さ
れ
る
D
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
資
本
心
中
に
は
プ
車
数
又
は
複
数
の
企
業



家
の
私
有
財
産
が
合
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
、
及
び
資
本
の
中
に
企
業
白
力
、
即
ち
給
付
能
力
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
.

そ
れ
と
相
並
ん
で
、
資
本
綿
荒
を
確
定
す
る
と
と
を
必
要
な
ら
し
め
て
い
る
。
」

彼
忙
依
れ
ば
、
我
木
と
は
企
業
の
荷
動
範
問
内
に
現
存
寸
る
経
緯
的
財
貨
の
総
慨
を
意
味
し
、

て
い
る
が
、
計
算
目
的
の
た
め
心
分
類
と
し
て
、
一
、
兵
械
的
、
固
定
的
生
産
手
段
、
二
、
流
動
的
、
具
慨
附
財
質
、
三
、
現
金
、

問
、
企
業
家
の
企
業
経
常
L
L
第
三
者
に
封
す
る
債
償
、
と
み
な
す
。
と
白
中
一
、
二
、
三
が
経
営
資
本
配
形
成
す
る
が
、
と
り
中
に
は

企
業
白
自
己
の
純
資
斑
を
決
定
す
る
際
に
挟
除
さ
る
ぺ
ま
第
三
者
に
封
ず
る
債
務
が
入
っ
て
持
石
と
と
を
注
意
す
る
。

か
〈
て
、
純
資
産
、
期
末
資
本
(
純
資
産
)
の
算
出
方
式
と
し
て
、
突
の
も
白
を
か
か
げ
る
。

一
、
商
品
、

az
貨
幣
よ
り
成
つ

常
時
山
刑
法
+
司
璃
1
4州
議
H
骨
仕
掛
同
開

習
時
E
1
1別
枠
(
宮
城
蹄
)
+
荒
防
(
期
日
f
)
l湖
沼
日
常
川
内
掛
川
骨
(
営
尉
開
)

習
時
峠
瓜
M
甘
(
嵩
域
開
)

l

T

芳
紡
H
滞
Z
Z
+
幣
洲
燥
サ
(
骨
議
開
)

=
一
現
金
、
そ
の
代
用
手
段
及
び
信
旧
関
係
に
於
げ
る
運
動
に
闘
す
る
分
析
的
統
制

彼
は
営
利
経
携
に
於
て
は
「
重
要
た
る
賢
践
的
理
由
が
貨
幣
運
動
(
貨
幣
及
。
信
用
関
係
)

制
を
行
う
と
と
を
品
開
儀
よ
な
か
ら
し
め
る
」
と
述
べ
、
そ
の
理
由
を
次
白
如
く
常
明

L
て
島
る
。
「
複
式
簿
記
法
の
使
用
に
劃
し
、
何

等
の
嬰
求
も
感
ぜ
歩
、
或
は
そ
れ
に
劃
し
て
何
等
理
解
を
持
た
な
い
者
と
離
も
、
本
能
的
民
、
彼
白
営
業
経
営
に
於
け
る
現
金
運
動

の
個
々
の
形
態
に
闘
し
、
マ
股
密
た
る
統

は
之
を
記
載
せ
ざ
る
を
得
泣
く
友
る
。
そ
れ
は
先
中
整
理
由
理
由
か
ら
行

b
れ
る
。
人
は
あ
り
得
べ
き
計
算
の
誤
り
、
支
輔
、
受
入
.

損
失
、
籍
取
の
手
掛
り
を
得
る
た
め
、
時
々
白
在
高
引
責
際
に
生
起
せ
る
運
動
白
結
果
で
あ
る
と
い
う
と
と
の
器
明
を
特
よ
う
と
す

る
。
直
護
人
格
的
性
質
を
も
た
な
い
貨
幣
代
別
手
段
位
謝
し
て
も
、
同
様
白
と
と
が
受
賞
し
、
而
し
て
、
そ
の
理
由
は
、
人
格
的
性

ス
ガ
ン
チ
-
-
の
現
質
論
的
簿
記
程
前
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

O 

第
四
競

七



第

六

十

六

巻

二

O
ニ

第

四

披

質
を
も
っ
た
信
刑
閥
係
に
閲
す
る
統
制
の
必
然
性
の
た
め
に
述
べ
る
理
由
で
明
ら
か
に
充
分
で
あ
る
よ

ス
ガ

y

チ
ユ
回
現
寅
柿
的
鱒
記
盟
前
に
就
い
て

，、

「
己
白
三
つ
の
課
題
を
同
時
に
、
統
一
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
、
複
式
簿
記
法
と

し

τ、
知
ら
れ
て
い
る
営
利
経
済
特
有
の
曾
計
時
系
を
漸
次
完
成
し
た
の
で
あ
る

J

か
く
し
て
、

ス
ガ
ン
チ
一
一
は
云
う
。

(町 (6) (町 (4) (3) (町 (1)

日

m
m
m
ロN
-
E
H
O
戸内ロ
a
p
回目

M
o

or
司
旨
u
伊
国
叶
・

伺

V
m
D円

U
U
団
・
回
一
戸

。ず

o
p
a凶
w

回

出

∞

向
。
何
回
広
島
u
m
w
・

ω。・

0
げ
OHM
内
山
別
、
出
・
出
匂
・

0
ヴ
内
出
品
開

w

印・

ω。・

I
 

H
M
 

我
々
は
、
我
木
家
的
企
業
に
於
け
る
悲
木
過
程
と
し
て
、

p
l
d司
二
項
M
l
p
を
も
っ
。
所
で
債
依
計
算
に
於
て
は
、

C
M
H
君"一

4
M
H
C凶
で
あ
る
。
品
位
。
て
、
純
収
袋
、
期
末
資
本
(
純
査
産
)
は
、
前
述
の
如
〈
、
次
の
公
式
に
依
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

二

勘

定

の

展

開

p

p

H
垣
間
者
同
日
露
芹
前

盗
品
川
端
枠
(
話
路
市
開
)
l
翠
詐
勝
、
背
(
堂
荷
崩
酪
)
+
存
蹴
l
滞
迂

亘
時
昨
叫
摘
い
+

h

(

営
域
協
)
+
雰
恥
H
湾
対
減
u
T
+
鴻
迫

か
く
し
て
、
現
金
運
動
主
計
算
し
よ
う
が
、
商
品
運
動
を
、
費
用
及
び
牧
益
と
し
て
そ
り
抽
象
的
世
質
に
於
で
、
計
算
じ
よ
う

が
、
い
や
れ
も
同
一
白
結
果
に
淫
す
る
。



所
で
、

ス
ガ
ン
チ
品
は
云
う
。

「
現
金
、
各
種
の
そ
の
、
代
用
手
段
(
手
形
・
小
切
手
・
債
穿
)
、
各
個
白
人
格
的
信
用
関
係
に
闘
し
、

分
離
狽
立
白
統
制
を
途
行
す
る
と
と
の
必
要
は
、
純
欣
盆
、
従
円

J

て
又
純
資
産
自
算
出
の
た
め
に
、
貨
幣
運
動
の
計
算
を
遡
附
す
る

と
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
。
そ
の
た
め
貨
幣
運
動
白
計
算
は
一
面
的
に
統
制
目
的
に
制
限
せ
ら
れ
る
。
」

か
く
し
て
、
彼
は
一
一
品
ぅ
。
「
か
ミ
る
理
由
か
ら
、
計
算
目
的
主
達
成
す
る
た
め
に
は
、
特
別
な
、
そ
れ
に
泊
し
た
制
度
が
必
要
で

あ
る
。
と
D
要
求
は
刊
の
運
動
と
叫
の
運
動
と
の
但
し
差
常
り
過
桂
の
共
般
的
特
性
を
願
慮
す
る
と
と
友
く
、
費
問
及
び
牧
径
と

し
て
、
そ
む
抽
象
的
性
質
に
於
け
る
純
計
算
的
潤
置
に
依
っ
て
、
自
ら
貨
現
さ
れ
い
町
。

I

即
ち
、
貨
幣
運
動
と
し
て
そ

D
A慨
的

特
性
に
於
て
、
統
制
の
た
め
に
特
殊
諸
勘
定
に
記
設
さ
れ
る
同
一
白
過
程
が
、
同
一
の
慣
佐
室
主
以
て
、
計
算
の
た
め
、
一
仰
心
特

別
の
総
括
勘
定
へ
結
合
せ
ら
れ
る
白
で
あ
っ
て
、
こ

L
か
ら
若
山
同
り
飴
分
に
見
え
る
二
重
の
記
載
(
即
ち
根
本
に
於
い
て
は
同
じ
事
貨
白

反
覆
)
の
必
然
刊
が
川
て
来
る
白
で
あ
る
。

か
く
し
て
彼
は
云
う
。

「
複
式
簿
記
法
と
は
、
事
賞
上
、

ω側
々
の
種
類
の
貨
幣
運
動
に
聞
す
る
分
析
的
統
制
、

M
W
同
一
回
貨
幣

運
動
、
或
は
望
み
と
あ
れ
ば
、
(
蓋
し
雨
者
は
無
論
算
楢
的
に
等
し
い
か
ち
)
商
品
運
動
佐
純
牧
徒
若
し
〈
は
純
者
産
設
見
の
目
的
白
た
め

な に
い引費
己 ι 丹1

及
u' 

牧
孟t
と
し
て

算
自勺
に

釣
置
す
る
こ

と
の

てコ
の
と

と
を

一
憾
の
勘
定
問
系
へ
統
一
す
る
と
と
以
外
の
何
物
で
も

コ
一
系
列
の
過
程
、

9
1
4『
z
d司同

F
は
同
一
勘
定
或
は
同
一
勘
定
系
統
に
依
担
、
同
一
物
は
同
一
物
と
組
合
う
様
に
、
即
ち
.

q
は
ρ
町
と
、
民
は
凧
と
組
令
う
様
に
、
相
互
に
結
A
U
せ
ら
れ
る
。
一
の
勘
定
系
統
に
於
て
は
仏
と
ら
と
が
、
他
の
勘
定
系
統
児
於

τ

は
刊
と
叫
と
が
相
釘

vTせ
し
め
ら
れ
る
。
第
一
の
系
統
は
、
そ
白
目
的
と
性
質
と
忙
依
り
、
統
制
勘
定
(
又
は
貨
幣
勘
定
勘
定
、

G
勘
定
と

も
呼
ば
れ
る
じ

I
引
用
者
)
と
料
せ
ら
れ
‘
第
二
の
一
系
統
は
、
或
は
よ
り
正
確
に
云
え
ば
、
費
別
と
収
録
と
め
総
括
勘
定
W
は
、
計
算
勘
定

ス
ガ
ン
ナ
呂
田
現
賛
論
的
簿
記
哩
諦
K
就
い
て

第
六
十
六
巻

O 

第
四
銃

九



ス
ガ
ン
チ
一
一
町
一
現
質
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

O 
四

事
回
目
師

四

O 

(
又
は
商
品
勘
定
、

W
勘
定
と
も
昨
ば
れ
る
|
i引
用
筆
者
)
と
叩
仰
せ
勺
れ
る
。
」

か
く
白
如
〈
、

ス
ガ
ン
チ
-
一
は
、
統
制
勘
定
と
計
算
勘
定
の
二
勘
定
在
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

，
我
々
は
更
に
、

ζ

白
一
一
勘
定
白
閣
係
、
並
に
件
質
を
究
明
し
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
ガ
ン
チ
一
一

ι依
れ
ば
、
営
利
被
携
の
金
過
桂
は
、
交
換
行
震
か
、
或
は
少
く
と
も
、
交
換
行
党
に
擬
せ
ら
れ
得
る
交
通
行
震
で

あ
る
。
と
白
交
換
行
潟
は
、
給
付
が
兵
慨
問
煩
但
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
う
と
、
抽
象
的
用
役
よ
り
成
る
も
白
で
あ
ろ
う
と
を
問
わ

な
い
が
、
そ
れ
は
最
虞
義
白
貨
幣
運
動
を
包
含
し
て
や
る
。

更
に
各
恭
本
過
程
は
、
費
削
か
牧
徒
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
と
れ
ら
各
仰
白
過
程
は
計
算
勘
定
え
記
戦
白
機
合
を
あ
た
え
ね
ば
な
ら

在
い
。
か
く
し
亡
二
個
の
恭
本
勘
定
は
同
一
の
記
識
を
包
含
し
て
い
る
課
で
、
た
だ
、
聞
置
が
逆
で
あ
る
だ
け
で
あ
与
。
統
制
勘
定

白
借
方
頃
同
は
、
計
算
勘
定
の
貸
方
項
目
で
あ
り
、
活
白
場
合
は
逝
で
あ
る
。

統
制
勘
定
は
開
始
在
高
(
現
金
、
手
形
償
額
、
債
樫
総
額
)
及
び
生
起
せ
る
嫡
出
動
(
噌
加
及
び
減
少
)
か
ら
岱
然
終
末
在
高
を
生
十
る
が
、

そ
れ
は
賀
在
の
終
末
花
高
と
照
隠
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
在
い
。

計
算
勘
定
は
、
費
川
及
び
牧
盆
か
ら
純
牧
益
を
、
或
は
開
始
者
本
か
ら
、
前
者
(
堵
加
及
世
情
山
ザ
)
を
通
じ
て
、
絡
末
資
本
を
生
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
n

統
制
勘
定
は
貨
幣
運
動
白
内
閣
的
性
質
に
賂
じ
て
、
集
問
、
部
類
に
統
合
せ
ら
れ
、
同
種
引
の
泊
租
の
各
部
類
に
封
し
、

白
一
勘
定
に
依
り
、
統
制
が
行
わ
れ
ら

一
白
特
別

分
解
D
観
鮪
は
、

計
算
勘
定
は
、
そ
れ
白
閥
単
一
燃
と
し
て
考
£
得
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
分
解
忙
は
長
大
の
自
巾
が
許
さ
れ
て
お
る
。
そ
し
て
、

一
部
分
は
設
展
史
的
で
あ
り
(
計
算
勘
定
位
先
ず
断
丹
と
し
て
、
商
品
勘
定
之
官
で
起
っ
て
来
た
)
、

一
部
分
は
賀
際
的
H



G
 

A
U
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
解
さ
れ
た
勘
定
は
、

を
の
構
成
と
機
詑
か
ら
す
れ
ば
、

一
仰
の
よ
り
大
雪
な
勘
定
の
間
単
な
る
構
成
部

ハA
に
す
ぎ
な
い
。

山

門

田

m
E
N
E
M
・
巳
】

m
z
m
w
ω
ω

。

肌
叫
内
げ
内
ロ
ハ
H
M
H
祖

国

臼

。

m町
内

Cm白
色
p
w
印

ωH

A
引，

oe。コ
-a旬
、
叩

ω】

・

出
叫
ス
ガ
ン
チ
=
は
、
現
金
勘
定
、
手
形
勘
定
、
〆
人
的
信
用
関
町
悼
の
諾
勘
定
、
手
事
債
務
勘
定
の
分
割
を
考
え
る
。

間
股
益
費
用
勘
定
仕
そ
の
特
殊
性
に
臆
E
て
、
分
割
さ
れ
得
為
。
具
世
間
倒
位
に
憧
化
さ
品
た
給
付
は
相
親
勘
定
、
差
掴
勘
定
へ
の
分
割
の
可
能
性

を
指
示
す
る
。

W

勘
定
記
帳
の
原
理

ス
ガ
ン
ア
ニ
は
「
梅
式
記
帳
の
原
理
は
、
根
本
に
於
て
は
、
営
利
経
済
の
諸
過
耗
が
、
交
換
行
震
で
あ
る
・
と
い
う
性
質
か
ら
生
じ

た
結
果
に
す
ぎ
な

1
い
」
圭
の
ペ
、
ま
た
、
「
方
法
の
開
系
的
壮
質
は
、
開
系
の
総
て
の
勘
定
が
、
同
一
一
原
理
陀
従
う
て
記
帳
さ
れ
る

と
と
を
要
求
す
る
。
慣
習
は
単
に
一
白
純
形
式
的
危
裁
断
、
即
ち
、
積
極
及
び
消
極
的
要
中
高
に
封
寸
る
側
の
選
持
、
或
ほ
結
局
同
じ

と
と
で
あ
る
が
、
雨
系
列
の
要
素
の
積
極
及
び
泊
極
へ
の
分
類
に
劃
す
る
裁
断
を
習
保
し
て
い
る
に
す
ぎ
か
仏
い
。
首
尾
一
貫
さ
す
た

め
に
必
要
な
の
は
、
た
だ
、
あ
ら
ゆ
る
勘
定
に
劃
す
る
問
題
を
一
様
に
解
決
す
る
と
い
う
と
去
に
あ
る
。
」
と
苫
う
。

閥
系
に
内
在
せ
る
根
披
か
ら
解
明
さ
れ
る
と
、
弐
の
如
〈
説
明
す
る
。

か
く
て
、
彼
は
綴
式
簿
記
法
的
形
式
的
廿
桂
木
関
理
は
、
判
愛
国
民
史
的
根
抜
か
b
、
刷
費
利
終
棒
の
機
能
木
質
か
ら
、

ω形
式
的
な

最
初
は
統
制
勘
定
だ
け
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
(
簿
記
は
、
周
知
白
如
く
、
現
金
、
並
に
信
川
計
算
を
以
で
始
っ
た
の
で
あ
る
O
)

、

ス
ガ
ン
チ
ι

の
現
質
論
判
簿
記
理
論
に
就
い
て

都
大
十
六
巻

O 
r 

第
四
説

四



ス
ガ
シ
チ
一
-
の
現
質
論
町
簿
記
哩
請
に
就
い
て

歴
史
的
に
容
易
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
現
巾
か
ら
、
積
放
的
要
素
(
増
加
)
長
併
方
項
目
と
し
て
勘
定
の
た
側
に
、
消
極
的
要
素
杢
貸

方
項
目
と
し
て
右
側
に
指
定
し
た
。
複
式
簿
記
へ
の
記
帳
白
第
一
坊
は
、
現
金
勘
定
を
以
で
、
踏
み
込
ま
れ
た
に
遠
い
な
い
む
で
あ

第
六
十
六
巻

O
-ハ

第
四
按

四

る
が
、
と
白
形
式
的
原
理
は
直
ち
に
商
品
勘
定
へ
遁
附
さ
れ
た
。
卸
ち
、
商
品
在
ヱ
一
雨
、
及
び
入
H
借
方
羽
目
、
出
H
貸
方
項
目
。
と

む
と
と
は
の
日
耳
目
釘
立
性
に
外
な
ら
な
い
。
貨
幣
(
若
し
〈
は
債
樺
)
の
入
は
、
兵
川
山
的
商
品
債
依
む
刊
を
芯
味
し
、
貨
幣
の
出

は
か
L
る
も
の
ミ
入
を
意
味
す
る
。
貨
幣
白
人
を
借
万
項
目
と
し
て
取
扱
う
・
な
ら
ば
、
商
品
の
入
も
伯
万
項
目
と
し
て
取
扱
わ
ね
ば

な
ら
左
い
。
と
れ
は
、
商
品
勘
定
が
注
高
勘
定
と
し

τで
な
く
、
利
益
計
算
勘
定
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
忙
も
拘
わ
ら
す
、
た
だ

組問似
D
故
に
か
く
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
彼
は
云
う
。

而
し
て
、
以
上
の
と
と
は
、
商
品
が
有
形
的
債
値
物
で
は
な
く
し

τ、
抽
象
的
給
付
(
純
費
用
構
成
部
分
可
で
あ
る
場
合
に
も
、
首

「
調
達
(
商
品
・
不
動
産
)
が
併
方
忙
属
す
る
が
故
陀
、

諸
入
費
は
借
方
に
属
す
る
。
け
だ
し
、
入
費
と
調
達
と
は
根
本
に
於
て
、
同
一
の
過
程
に
外
な
ら
を
い
か
ら
で
あ
る
。
前
者
白
場
合

尾
一
貫
D
た
め
に
、
同
様
に
遁
用
さ
れ
ね
ば
友
ら
な
い
と
し
て
、
彼
は
一
五
う
。

に
は
、
具
惜
的
な
債
依
が
入
り
、
後
者
の
場
合
に
は
、
入
ら
な
い
と
い
う
と
と
は
何
か
全
く
偶
然
で
あ
り
、
第
二
義
的
な
と
と
で
あ

る
。
我
々
は
い
す
れ
白
場
合
に
も
、
貨
幣
債
値
と
引
換
に
、
依
値
を
も
っ
給
付
を
獲
得
す
る
が
、
た
だ
一
白
場
合
化
は
、
具
徳
的
に

捉
え
得
る
陀
劃
し
て
、
他
む
揚
合
に
は
捉
え
得
な
い
だ
け
で
あ
る
。
前
者
@
抑
留
合
は
、
具
倒
的
に
捉
え
得
る
も
の
は
、
客
観
的
質
問

に
す
ぎ
ヂ
、
経
梼
債
値
で
は
な
い
。
経
務
的
に
は
、
共
櫨
的
針
象
も
、

一
の
と
と
が
、
収
益
に
劃
し
で
も
安
嘗
咳
る
。
」

一
一
仰
の
給
付
(
か
ふ
る
も
の
ふ
特
珠
形
態
)
で
あ
る
。
そ
し
て
同

か
く
し
て
ス
ガ
ン
チ
一
一
は
従
来
の
皐
設
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
、
在
高
勘
定
と
茨
木

勘
定
と
の
記
帳
原
則
白
相
反
謝
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
外
見
的
で
あ
う
て
‘
即
時
子
説
白
憾
の
中
に
、
取
込
ま
れ
た
も
の
に
す
ぎ
左
い
と
、

批
判
す
る
。



し
か
ら
ば
、
純
資
産
の
計
算
勘
定
貸
方
記
帳
は
如
何
忙
解
明
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
純
資
産
計
算
は
、
計
算
勘
定
が
、
資
本

在
高
に
就
い
て
計
算
を
な
す
と
い
う
黙
に
鑑
み
、
貨
幣
勘
定
の
仕
組
と
同
様
な
ら
し
め
る
。
卸
ち
、
開
始
資
本
と
資
本
増
加
争
借
方

側
、
減
少
を
貸
方
側
に
記
帳
す
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
出
来
泣
い
現
由
主
、
彼
は
弐
A
U
如
く
の
べ
る
。
卸
均
一
、

都
民
生
的
忙
、
純
資
産
計
算
は
餓
系
の
後
か
ら
加
わ
っ
て
来
た
も
白
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
そ
れ
は
公
式
(
活
汁
)
議
吟
剛

t
H
(亙
診
)
意
識
岡
山
+
芹
恥
l
糊
戸
話
路
間
同
+
浮
島
伸
H

糊
王
+
詮
鰍
同
町
に
照

肱
し
て
、
計
算
白
出
登
鰯
な
る
開
始
純
資
産
は
、
収
益
が
崎
に
記
帳
さ
れ
て
京
市
た
側
、
即
ち
計
算
勘
定
の
貸
方
に
、
長
初
の
項
目
い
ど
し

て
興
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
う
た
。
吏
に
、
純
資
産
主
計
算
勘
定
白
借
方
側
に
記
帳
す
る
場
合
、
。
1
4
F
4
l
Q
に
於
け
る
、
車
な
る

貨
幣
運
動
の
過
程
、
。
刊
の
(
別
の
積
翻
)
と
の
日
当
の
過
程
と
で
記
帳
が
其
円

J

て
来
る
。
即
ち
一
統
制
勘
定
の
借
方
項
目
の
反
封

一
部
は
他
白
統
制
勘
定
白
貸
方
に
、
一
部
は
計
算
勘
定
の
借
方
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、
開
系
か
ら
統
一
位
、
思
純
性
、
及

記
帳
は

び
平
明
快
と
い
う
形
式
的
長
所
は
失
わ
れ
、
そ
れ
と
共
に
重
要
な
る
統
制
手
段
た
る
閥
系
の
恭
北
方
程
式
(
貨
幣
勘
定
借
方
日
計
算
勘
定

も
部
分
的
に
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
個
々
の
貨
幣
勘
京
相
互
の
闘
係
が
、
そ
れ
ら

貸
方
、
貨
幣
副
定
貸
方
H

計
算
勘
定
借
方
)

に
於
て
、
必
然
的
に
趨
刑
さ
れ
る
同
一
の
記
帳
原
理
主
商
品
勘
定
に
も
週
間
す
る
と
と
を
強
制
す
る
の
で
あ
る
。

向
口
・
切
m
a
E
E
M
U
巴一

E
F
ω
・
ω
。-

m仰
は
ヴ
の
回
《

HmHumω
日

OHU
何回白倍、∞・句∞・

(3) V 

時
間
的
制
限
を
考
慮
せ
る
場
合

今
ま
で
む
理
論
展
開
に
於
℃
は
、
時
間
的
閥
聯
を
考
慮
し
て
い
た
い
。
郎
ち
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
一
企
業
主
、
し
か
も
て
締
て

第
六
十
六
巷

ス
ガ
シ
チ
一
一
の
現
質
論
的
簿
記
理
前
に
就
い
て

ニ
C
七

第
四
抗

四

、



第
四
鏡

の
費
川
を
消
費
し
つ
く
し
、
全
終
末
締
牧
盆
を
交
附
す
る
、
一
大
生
産
行
程
を
仮
定
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
計
算
は
、
現

一
定
期
間
(
一
年
)
佐
限
う
て
、
純
牧
徒
主
護
見
す
る
を
目
的
と
す
る
。
か
く
し
て
、
と
と
忙
新
し
い
問
題
が
費
生
す
る
。

ス
ガ
ソ
ヲ
-
一
の
現
究
論
的
禅
問
理
論
に
就
い
て

事
六
十
六
巻

O 

"、

四

四

買
に
は

費
用
心
中
忙
は
計
算
期
間
白
牧
徒
の
中
に
、
現
世
一
に
、
完
全
虻
柑
化
す
る
費
ー
加
も
あ
る
が
、
ぞ
れ
島
北
ハ
陀
、
企
業
牧
市
祉
に
長
期
間
に

よ

U

た
っ
て
か

L
っ
て
市
作
品
費
川
も
あ
る
。
後
者
の
費
削
は
、
計
算
期
間
陀
現
買
に
か
i

、
岩
費
問
と
、
後
の
計
算
期
聞
に
か
け
ら
る
べ

さ
費
刷
と
に
直
則
さ
れ
る
。
後
者
を
費
問
残
高
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
時
間
的
制
限
は
、
外
而
的
、
恨
象
的
陀
、
そ
れ
の
費
用
性
格
を
抹

殺
す
る
と
仙
慨
は
云
う
。
そ
し
て
、
簿
記
上
白
手
械
を
火
の
如
〈
説
明
す
る
。

費
出
残
高
は
よ
大
の
如
〈
算
定
せ
ら
れ
る
。

計
算
期
間
の
締
切
に
岱
り
、
ハ
り
費
川
の
締
額
か
ら
経
過
年
皮
D
負
婚
と
在
る
額
を
採
除
し
、
時
四
額
を
新
年
度
に
繰
越
し
、
と
の
年

f
t

、

皮
に
再
び
費
用
と
し
亡
課
す
る
の
吋
残
併
せ
る
、
背
一
際
忙
費
消
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
を
統
制
に
よ
り
直
接
そ
の
場
で
決
定
し
、
そ
れ

f
t
、

陀
基
い
て
、
経
過
年
度
白
部
分

E
A岩
瀬
と
し
て
、
算
定
す
る
。
後
者
の
場
合
は
棚
却
(
静
的
統
制
)
を
伴
う
。

棚
卸
の
住
務
は
、
流
動
及
び
悶
定
白
兵
悦
的
生
産
手
段
、
部
ち
、
費
別
残
高
の
記
哉
と
慣
何
決
定
に
存
す
る
。
所
で
買
の
慣
値
決

ζ

の
場
合
、
現
貨
の
交
換
行
震
が
快
け
て
い
る
白
で
、
仮
想
の
交

定
は
現
官
。
交
換
行
潟
に
依
っ
て
白
み
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
.

換
行
待
で
代
用
さ
れ
る
と
彼
は
云
う
。
従
ワ
て
、
そ
の
評
償
額
は
仮
想
の
下
で
は
あ
る
が
、
牧
山
止
の
仙
川
質
を
持
円
J
F一
と
陀
な
る
わ
け

で
あ
る
。
か
く
て
、
彼
は
云
う
。

「
こ
れ
ら
む
費
削
浅
両
日
間
、
簿
記
上
如
何
に
取
扱
わ
る
べ
き
か
は
、
そ
の
怜
質
か
ら
直
ち
に
明
ら

か
に
な
る
。
費
削
と
し
で
D
、
そ
れ
ら
の
作
用
は
土
備
さ
れ
在
け
れ
ば
よ
な
ら
な
い
が
、
そ
の
と
と
は
、
そ
れ
ら
の
費
用
銭
高
を
牧
谷

と
し
て
、
計
算
勘
定
の
貸
方
側
に
、
も
た
ら
す
と
と
に
依
つ
て
の
み
起
り
得
る
。
と
の
と
と
も
亦
、
商
品
貨
幣
系
列
忙
属
ナ
る
交

換
行
潟
と
し
て
D
擬
制
に
相
膝
L
Y
Z
。
だ
か
ら
牧
盆
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
買
の
交
換
行
震
で
は
友
い
か
ら
、
貸
幣
勘



定
へ
の
反
針
記
帳
を
快
い
て
い
る
。
畢
立
過
程
で
は
な
く
し
て
、
単
な
る
純
計
算
的
、
形
式
的
金
闘
が
問
題
と
在
る
に
-F
ぎ
す
、
反

釘
記
帳
は
同
様
に
、
純
計
算
的
危
繰
越
に
よ
り
、
決
算
貸
借
劃
照
表
、
又
は
資
本
勘
定
に
現

b
れ
る
の
で
あ
る
。
」

決
算
貸
借
封
照
表
は
、
凡
ゆ
る
統
制
結
梨
、
邸
ち
、
現
金
、
貨
幣
代
山
手
段
、
債
権
、
負
債
、
及
び
擬
制
に
止
り
抽
象
的
貨
幣
性

質
忙
還
元
せ
ら
れ
た
兵
閥
的
牛
産
手
段
目
総
括
で
あ
う
て
、
そ
の
結
果
に
於
て
、
計
算
勘
定
と
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(1) 

円

-
M
E
E
E
吾

E
昔
唱
団
・
ぉ
・ス

ガ

y
チ
ニ
簿
記
理
論
の
批
判

日
門
ス
ガ
ン
チ
一
一
白
簿
記
理
論
白
批
判

ス
ガ
ン
チ
一
一
の
勘
定
型
論
の
骨
子
は
↓
複
式
簿
記
法
白
釣
象
は
、
資
本
家
的
企
業
白
基
木
地
程

C
1
4『
i
Q

こ
れ
は

-
(
 

、1J

C
れ
ぎ
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
と
、
二
簿
記
の
目
的
を
串
的
に
、
純
牧
戸
市
乃
至
期
末
純
士
官
産
主
算
定
す
る
に
あ
り
と
し
た
己
と
、
巳

(
 

統
制
と
計
算
白
二
概
念
を
立
て
、
慣
値
統
制
は
名
円
慣
値
を
有
す
る
貨
幣
の
み
に
限
ら
れ
る
と
友
し
た
こ
と
、
と
り
一
一
一
何
の
見
解
を

で
あ
り
、

支
柱
と
し
て
、
統
制
(
貨
幣
)
勘
定
、
計
算
{
商
品
)
勘
定
白
二
勘
定
理
論
を
展
開
す
る
。

我
々
ば
先
十
、

と
の
個
々
の
日
見
解
に
つ
い
て
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
&
い
。

I 

簿
記
の
謝
象
ー
ー
の
l
巧
!
の

ス
ガ
ン
チ
ェ
が
簿
記
白
針
象
を
の
l
者

hrq
と
し
た
と
と
は
正
し
い
。
問
題
は
そ
白
把
掻
の
仕
方
に
あ
る
。
彼
は
己
の
過
程
は

客
観
的
、
個
別
経
済
的
見
地
と
、
主
観
的
、
人
格
的
見
地
の
二
面
か
ら
別
様
に
見
ら
れ
る
と
な
し
、
前
者
忙
於
て
は
、
貨
幣
資
本
D

生
産
手
段
へ
白
縛
化
、
完
成
給
付
白
作
製
、
完
成
給
付
白
貨
幣
へ
白
特
化
の
温
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
後
者
に
於
て
は
、

と
の
過

ス
ガ
シ
チ
二
山
町
現
質
論
的
待
記
盟
繭
に
就
い
て

ωU 

第
六
十
大
巻

O 
ブし

第
四
時
抗

四
五



ス
ガ
ン
チ
エ
の
現
賞
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

帯

四

視

四

六

程
は
費
用
と
牧
続
E

C

D

釣
置
に
依
る
利
盆
獲
得
の
過
程
と
見
ら
れ
る
。
と
の
鮒
ま
す
問
題
に
さ
れ
ね
ば
注
ら
な
い
。
の
l
巧

I
C一は、

ま
す
、
債
位
増
砲
の
過
程
で
あ
り
ー
し
た
が
う
て
、
資
本
運
動
の
過
程
で
あ
り
、
貸
幣
生
産
手
段
完
成
商
品
貨
幣
の
、
彼
の

第
六
十
六
巻

O 

客
観
凶
見
地
か
ら
捉
え
ら
れ
Z
地
税
は
、
資
木
の
債
依
増
殖
に
際
し
と
る
所
心
安
本
の
援
態
に
外
な
ら
な
い
。
即
ち
、
客
観
的
過
程

そ
白
も
の
が
債
依
増
殖
白
過
程
で
あ
り
、
安
本
家
的
見
地
は
、
と
白
客
観
泊
程
の
者
木
家
的
反
映

ι外
友
ら
な
い
。
吏
花
、
彼
の

の
巧
!
日
、
(
訂
凶
l
耳
二
君
"
l
S
)
白
泊
科
の
分
析
に
は
、
あ
や
し
げ
な
る
も
り
が
あ
る
。
彼
は
と
の
過
程
を
の
刊
弓
司
副
ち
、
交
換
過

程
と
し
て
把
握
す

Z
。
「
企
業
白
金
拍
動
は
、
似
制
的
に
し
て
、
複
雑
か
っ
時
間
的
に
継
続
せ
る
交
換
過
程
と
し
て
糟
括
せ
ら
れ
ム
o

」

と
彼
は
云
う
。
成
呂
程
、

c
d君
。
、
に
於
て
、

p
t宅
亡
者
同

1
4弓
闘
は
明
ら
か
に
交
換
過
程
で
あ
り
、
と
の
過
程
は
、
。

r
d

l
Q
に
は
決
し
で
無
硯
出
来
な
い
過
程
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
と
同
級
に
重
要
な
る
生
産
過
程
が
在
在
す
る
。

ζ

の
過
程
の
交
換

の
範
時
忙
入
ら
ぬ
と
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
し
が
し
、
彼
は
ζ

D
過
開
引
を
も
交
換
過
程
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
。
印
ち
、
生
産
手

「
事
質
上
で
は
、
企
業
の
諸

機
能
は
、
商
品
と
貨
幣
と
白
聞
に
鋭
い
匝
別
が
存
在
し
、
諸
泊
科
白
二
重
の
系
列
が
同
様
に
鈍
一
〈
表
現
さ
れ
、
疑
い
危
く
ノ
ル
ム
を

作
る
様
た
欣
態
に
K
M

か
れ
て
お
る
」
と
言
葉
を
に
ど
す
。

段
と
完
成
給
付
と
の
問
忙
於
け
る
、
交
換
手
段
の
介
入
な
き
、
直
接
の
附
係
(
生
態
祖
程
)
忙
釘
し
て
、

ま
た
、
た
と
え

中
川
弓
と
し
て
把
握
出
来
た
と
し
て
も
、
在
者
問
題
が
洩
る
。
何
故
な
ら
、

G
と
W
と
を
封
置
す
る
と
と
は
、

「
商
品
が
商
品
た
る
限
り

特
殊
な
る
商
品
即
ち
貸
幣
止
交
換
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
と
い
う
商
品
の
特
質
主
一
小
す
だ
け
で
、
と
白
と
と

自
慨
は
タ
し
も
債
依
の
増
殖
白
木
質
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
も
白
で
な
い
」
か
ら
で
あ
る
の
彼
の
所
前
純
収
益
白
後
見
の
た
め
に

を
活
じ
亡
悦
慌
の
増
械
を
問
題
に
し
て
止
る
の
で
あ

は
償
値
の
増
械
を
問
題
忙
せ
ざ
る
を
得
歩
、
事
賀
彼
は
貨
幣
の
牧
支

(
噌
楠
)

る
が
、
慣
値
そ
白
も
の
i
h

認
識
を
故
知
し
て

b
り
、
そ
れ
は
貨
幣
概
念
の
暖
昧
舵
を
遇
じ
て
、
純
牧
錠
白
正
確
な
る
把
握
を
不
可
能



な
ら
し
め
て
島
る
。

さ
ら
忙
、
彼

D

C
日
当
の
把
櫨
に
も
あ
や
し
げ
な
る
も
の
が
あ
る
。
彼
は
、
交
換
は
債
値
恒
等
を
一
不
す
と
し
て
の
目
当
と
注
す

が
、
そ
れ
は
決
し
で

G
の
一
低
値
と
W

D
慣
位
と
が
相
等
し
い
と
と
を
意
味
す
る
の
で
な
く
し
亡
、

W
は
G
の
運
動
白
反
映
で
し
か
な

い。

W
は
そ
れ
だ
け
の
G

D
支
山
川
左
官
味
す
る
忙
す
ぎ
や
、
引
は
そ
れ
だ
け

D
G
白
牧
λ
を
意
味
ず
る
に
す
ず
な
い
。
か
く
し
て
・

C
M
{
J
4
M
一
者
ω
l
C
M
の
過
程
は
、

結
局
、

。
ー
の
』
白
池
程
に
解
消
せ
ら
れ
、

。
川
君
に
基
い
て
建

τら
れ
た
二
勘
定
1
1
1
統
制

(
貨
惜
)
勘
定
、
計
算
(
商
品
)
勘
定
は
、
結
局
、
貨
幣
淫
動
白
統
制
と
計
算
白
二
面
的
見
地
か
ら
白
把
握
に
解
消
せ
ら
れ
る

G

と
と

に
到
円

J

て
、
営
利
経
掛
の
一
合
計
と
し
て
の
複
式
簿
記
法
は
、

そ
の
基
礎
附
け
を
失
っ
て
、
憾
系
的
計
算
一
般
と
な
る
?
。
我
々
は
、

消
費
総
端
聞
の
合
計
を
想
起
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
の
運
動
の
か
も
為
る
把
握

(
C

の
)
は
資
本
の
運
動
白
一
閣
内
圃
表
商
的
把
握
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

J
3
1
0
(
貨
幣
資
本
自
循
環
)
の
一
聞
を
持
ち
、
そ
の
側
面
に
則
す
れ
ば
、
「
生
産
過
程

は
金
儲
け
の
た
め
白
不
可
避
的
中
頃

l
必
然
的
悪
と
し
て
現

b
れ
l

、
ま
た
、
「
俄
債
に
よ
る
剰
倣
低
値
の
生
産
が
.
過
程
の
ア

ル
フ
ァ
お
よ
ぴ
オ
メ
ガ
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
友
く
、
び
か
び
か
す
る
貨
幣
形
態
で
、
表
現
附
に
、
表
現
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
」
し
か
し
、
資
本
の
運
動
は
反
に
、

成
る
程
、
後
本
白
運
動
は
、
の
巧

司

司

者
}
i
q
l
J弓

-
M
(

生
産
資
本
の
循
喋
)
の
一
一
回
、
並
び
に
、
巧
口
、
巧

司

当
(
商
品
賓
本
の
循
環
)
の
一
而
を
持
ち
、
貨
に
「
連
続
性
を
も
っ
産
業
資
本
の
現
資
的
循
環
は
流
活

lkdよ
び
生
産
過
程
の
統
一

で
あ
る
ば
か
り
で
友
く
、
そ
白
循
環
の
す
べ
て
の
統
一
で
あ
る
。
」
而
し
て
、
と
誌
に
於
て
は
、
貨
幣
，
商
品
の
鈎
立
は
も
は
や
問

題
で
な
く
「
資
本
忙
於
で
は
、
商
品
、
貨
幣
む
形
態
を
一
時
的
姿
と
し
、
生
産
過
科
に
於
げ
る
偵
位
の
増
殖
白
身

E
も
も
白
一
一
呉
国

ス
ガ
ン
チ
ニ
白
現
賃
諭
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

事
四
腕

回

七



第

六

十

六

巻

四

八

と
し
て
包
含
す
る
、
運
動
憾
】
ど
し
て
あ
ら

b
れ
る
。
商
品
、
貸
幣
は
と
白
運
動
憾
と
し
て
の
慣
値
由
一
表
現
と
な
る
。
」

ス
ガ
ン
チ
=
の
現
質
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

餌
四
時
酔

そ
れ
が
一
定
の
隆
史
的
地
盤

I
食
融
資
本
支
配
白
慨
制
に
釘
臨
す
る
も
白
で
あ
る

と
ム
」
を
忘
れ
て
は
な
も
た
い
が
、
如
何
忙
洩
簿
、

H
G
表
問
的
で
あ
う
た
か
が
わ
か
る
。
彼
が
、
貨
幣
の
名
日
債
低
を
絶
針
祝
し
た

り、

R1ιtJ産
手
段
の
中
に
、
担
税
そ
の
他
の
費
用
を
包
含
さ
せ
た
り
、
商
品
と
交
換
的
に
針
路
ず
る
如
何
な
る
負
債
を
も
貨
幣
概

か
〈
し
て
、
彼
の
の
l
者
!
の
、
の
把
握
は
、

念
忙
入
れ
た
り
す
る
の
は
、

b

す
に
、
か
k

る
結
果
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
か
k
h

る
把
握
白
下
で
は
、

必
然
的
に
、

別
の
概
念
を
援
用
し
来
ら
さ
る
を
得
な
い
。
統
制
及
び
計
算
白
概
念
、
こ
れ
で
あ
る
。

己

統

制

及

び

計

算

f
t
、

h

ス
ガ
ン
チ
ニ
の
「
統
制
L

概
念
は
明
瞭
を
銚
く
が
、
大
問
、
記
載
を
通
じ
て
、
そ
の
在
高
を
知
る
と
解
四
押
し
て
宜
い
で
あ
る
う
。

彼
は
、
か
か
る
ー
統
制
(
償
侃
統
制
)
は
名
目
慣
値
を
有
す
る
貨
幣
及
び
モ
の
代
用
手
段
式
の
み
可
能
で
、
商
品
は
そ
の
慣
値
(
貨
は

債
格
筆
者
)
は
交
換
行
震
な
く
し
て
捉
え
る
と
と
が
出
来
歩
、
た
と
へ
捉
え
で
も
そ
れ
は
交
換
の
瞬
間
に
於
け
る
一
の
一
時
的
臆
念

手
段
に
す
ぎ
や
、
絶
え
中
そ
の
債
依
が
竣
動
ず
る
が
故
に
債
依
統
制
は
出
来
な
い
と
し
て
、
貨
幣
と
商
品
と
を
峻
別
す
る
。
し
か
し
、

彼
が
商
品
に
劃
し
て
侭
値
統
制
が
山
古
都
な
い
と
す
る
の
は
、
安
に
商
品
目
慣
値
(
倒
絡
で
は
な
仁
慣
格
十
恭
艦
た
る
慣
値
)

認
識
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
一
エ
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
に
於
て
は
、
尚
品
の
仮
住
は
貨
に
貨
幣
運
動
白
反
映
に
す
吉
な
い
。
か
く

の
存
在

E

て
は
償
値
統
制
の
出
来
な
い
の
は
営
然
干
あ
る
。

。i者
i
Q
に
於
け
る
貨
幣
も
尚
口
問
も
い
宇
れ
も
運
動
し
、
増
殖
し
行
く
資
本
債
値
白
表
現
に
外
な
b
な
い
。
貨
幣
に
劃
す
る
倒

値
統
制
は
商
品
に
も
週
川
さ
る
べ
く
、
両
者
を
峻
別
す
る
何
等
白
意
義
を
も
認
め
得
な
い
。
ま
た
、
商
品
に
謝
す
る
債
値
統
制
は
企

業
管
現
上
必
要
で
あ
り
、
資
際
に
行
わ
れ
て
長
る
。



さ
ら
に
越
に
彼
の
設
に
依
る
と
と
ろ
の
商
品
は
償
値
援
動
を
蒙
る
が
故
に
、
統
制
不
可
能
白
請
を
と
島
す
と
す
る
友
れ
ば
、
有
償

罰
禁
勘
定
の
如
き
は
、
彼
の
主
張
に
反
し

τ、
計
算
勘
定
化
ま
わ
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
設
も
成
立
す
み
。

ヘJ
'=

一
簿
記
の
目
的
、

く

!

彼
は
、
純
牧
盆
乃
至
期
末
純
資
産
主
計
算
す
る
こ
と
を
端
的
に
簿
記
の
目
的
と
な
し
、
そ
れ
を
勘
定
理
論
展
開
の
重
要
な
る
支
桂

と
な
す
。
こ
白
賄
、
彼
を
成
果
勘
定
感
詑
白
飽
曜
に
協
せ
し
め
る
が
、
方
法
論
的
に
重
要
企
る
問
題
が
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
曽

な
い
。そ

も
そ
も
勘
定
理
論
の
問
題
は
、
阪
に
、

勘
定
理
論
の
基
本
問
題
、
に
展
開
し
た
如
く
、
理
論
温
担
任
I
キ
理
論
泊
程
日
の
二

個
の
現
論
展
開
の
段
階
を
も
り
。
理
論
過
程
H
に
柏
町
て
は
簿
記
の
日
的
は
理
論
展
開
の
た
め
の
重
要
注
支
柱
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
た
め
に
は
、
理
論
過
程
ー
が
解
決
さ
れ
、
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。

今
、
ス
ガ
ン
チ
一
一
の
理
論
展
開
の
池
税
を
見
る
に
、
そ
れ
は
理
論
過
程
ー
を
問
題
に
し
て
来

τ長
る
と
恩
b
れ
る
に
拘
わ
ら
歩
、

い
き
及
。
簿
記
の
目
的
を
援
則
し
て
来
て
長
る
。
即
ち
現
諭
過
程
ー
と
理
論
池
穏
H
の
混
同
が
見
ら
れ
る
。

克
に
、
簿
記
の
目
的
を
端
的
に
純
敬
径
の
瑳
見
と
た
す
冊
冊
、
そ
れ
は
一
定
D
歴
史
的
地
盤
に
封
臆
す
る
と
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
木
村
和
三
郎
教
授
は
、
か
ι-A

る
皐
読
の
歴
史
的
地
盤
を
充
の
如
く
説
明
せ
ら
れ
る
。

「
金
融
賛
木
忙
よ
る
産
業
者
本
の
把
振
が
、
確
国
と
し
て
確
立
し
た
絞
掛
に
恥
い
て
は
、

一
は
元
本
の
評
慣
邸
ち
投
下
資
本
の
許

偵
と
い
う
と
と
は
第
二
抗
的
に
ふ
ほ
り
、
そ
れ
よ
り
も
牧
袋
と
費
用
白
測
定
、
従
う
て
利
潤
の
計
算
、
さ
ら
に
モ
れ
か
ら
導
き
引
さ
れ

所
前
、
動
的
観
白
生
成
の
絞
棒
的
基
礎
は
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
」

る

金
仁田〕融

ス資
ガ結本
ン r¥

チ の

=矛U
Z び子
読む

議計
的算
縛の

里方
:1:.'>'. 由三

重

玩要
い と
て な

:己

第
六
十
六
巻

第
四
揖

回

ブL



ス
ガ
ン
チ
品
目
現
貴
論
的
簿
記
理
論
に
就
い
て

第
六
十
六
巻

四

構
図
披

ヨZ
O 

以
上
吟
味
し
て
来
た
如
く
、
ス
ガ
ン
チ
ニ
は
の
者
。
ョ

白
極
め
て
皮
相
的
把
握
、
並
び
に
問
題
あ
る
二
日
品
解
を
支
柱
と
し
て

勘
定
理
論
を
展
開
し

τ来
て
長
る
。
か
か
る
理
論
が
そ
の
展
開
に
際
し
幾
多
白
無
理
を
犯
さ
ざ
る
を
得
な
い
り
は
首
然
で
あ
る
。

あ
一
る
い
は
許
債
左
恨
白
交
換
行
怨
と
し
で
現
買
の
交
換
行
局
地
と
同
一
に
収
扱
っ
て
見
た
り
、
商
品
澗
造
的
支
同
と
誇
雑
費
問
支
出

と
同
一
視
し
た
り
、
そ
の
他
、
幾
多
の
問
題
が
存
在
す
る
が
、
最
後
に
、
純
資
産
勘
定
の
記
帳
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
彼
の
現

寅
論
的
立
場
を
放
棄
す
る
に
到
る
。

者

。一
定
の
皐
読
は
一
定
D
履
安
的
地
盤
に
根
擦
を
有
す
る
。
か
t
h

る
観
黙
よ
り
具
る
と
き
、
ス
ガ
ン
チ
一
一
の
勘
定
理
論
は
そ
の
の
l

白
把
援
の
仕
方
か
ら
云
う
て
も
、
そ
白
簿
記
白
目
的
の
設
定
。
仕
方
か
ら
云
つ
で
も
金
融
者
本
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
D
産
物

で
あ
る
。

同

国

肉

E
N
E
M
a
吾
E
門
官
、
由
自
・

仰

ω
m
m
E
F
E
m
e
B
p
w
m
目盟・

同
時
川
虎
=
一
、
官
計
方
法
り
理
論
(
法
ζ

粧
済
、
第
四
巻
、
第
四
瞬
、
一
周
頁
)

O

M
刷
費
本
論
(
長
谷
部
詔
〕
、

5
、
一
一

O
頁。

間
資
本
論
(
長
谷
部
課
)
、

5
、
一
一
一
一
員
。

的
安
本
論
(
長
谷
部
詩
文

5
、
一
九
八
買

Q

m
宇
野
弘
藤
、
資
本
論
入
門
、
第
二
巻
解
首
、
五
凡
頁
。

側
尾
上
忠
雄
、
成
果
皐
霞
目
理
論
的
根
操
(
紐
済
論
議
、
第
五
十
主
巻
、
第
一
一
揖
)
。

倒
尾
上
忠
雄
、
成
呆
皐
霞
目
理
論
的
根
擦
(
結
神
間
論
護
、
事
五
十
五
巻
、
策
一
一
揖
)
。

間
ス
プ
レ
イ
グ
の
商
品
勘
定
分
割
の
場
合
に
於
け
る
商
品
財
産
勘
定
、
商
品
仕
入
勘
定
、
商
品
買
上
勘
定
。
中
、
商
品
財
産
勘
定
は
商
品
情
値
在
高

を
一
閉
す
も
の
で
あ
る
。
時
慣
に
於
て
評
情
し
ま
う
が
、
原
慨
に
骨
て
評
慣
し
よ
う
が
、
問
題
で
な
い
。
ケ
ス
タ
1
、
ベ
イ
ト

y
t
於
て
志
向
艇
で



(13) (12) (11) 

あ
る
0
4
9
服
、
上
野
遭
輔
、
簿
記
原
理
(
昭
和
十
三
年
)
二
二
八
貰
以
下
。

畠
中
繭
一
、
勘
定
皐
誼
硯
究
(
昭
和
二
四
年
〕
四
一
一
一
買
。

木
村
和
三
郎
、
ア
メ
ヲ
カ
舎
計
晶
止
於
吋
る
動
的
前
酌
欄
向
の
生
成
(
合
計
、
備
五
十
六
春
、
第
七
銃
、
一
一
且
頁
)
。

畠
中
間
一
、
勘
定
準
設
研
究
(
昭
和
ニ
四
年
)
四
ニ
ロ
一
一
良
。

ス
ガ
ン
チ
ヱ
白
現
一
質
論
的
簿
記
盟
繭
K
就
い
て

第
四
揖

部
大
十
六
巻

五

五


